
高島市ごみ減量大作戦
実施状況
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２,１２５ｔ目　標

５６２ｔ削減量合計

３月の削減量 ９４ｔ
（H22.３処分量ーH25.３処分量）

　ごみ減量大作戦は、平成 23年度か
ら 25年度の３年間で、可燃ごみの量
を３，０００ｔ減らす取り組みです。

平成 24 年度

高島市の行政情報をお届けします

関連記事は
18ページを
ご覧ください

主
な
内
容

特集

マキノ中学生、海津大崎で校歌斉唱

４月 11 日（木）、マキノ中学２年生が、
課題授業「校歌の地探訪」で、校歌ゆ
かりの海津大崎に、マキノ東小学校か
らカヌーで訪れ、校歌を斉唱しました。
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５月号
Ｎｏ . １６０

・平成 25年度　市の組織………………………❹ｰ❺
・「消防団協力事業所表示制度」はじめます……❼

平成 25 年度  当初予算 …… ❷ｰ❸
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平
成
25
年
度
当
初
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ

れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
２
２
７
億
９
、５
０
０
万

円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
て
、

31
億
７
、５
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
当
初
予
算
は
、
２
月
13
日
の
新
市
長
就

任
後
、
新
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
の
政
策
協
議

に
十
分
な
期
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
た
め
、
政
策
的
経
費
の
計
上
を
見
送
り
、
当
面

必
要
と
な
る
人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
、
維
持
管

理
経
費
や
継
続
事
業
を
計
上
し
た
骨
格
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
初
予
算
で
見
送
っ
た
施
策
等
は
、
今
後
政
策

協
議
を
進
め
、
６
月
補
正
予
算
に
お
い
て
肉
付
け

を
行
い
本
格
予
算
と
し
ま
す
。

補正予算
（肉付予算）

当
初
予
算

（
骨
格
予
算
）

平成 25 年度

予算当初予算は、骨格に
　　６月補正で肉付け
当初予算は、骨格に
　　６月補正で肉付け

  自主財
源

  依
 存
 財

 源

歳 入
２２７
９,５００万円

億
歳  出
２２７
９,５００万円

億

一般会計予算の概要

民生費
市税

地方交付税
公債費

総務費
衛生費

教育費

国庫支出金

県支出金

土木費

農林水産業費
消防費 その他

商工費

67 億円
57 億円

100 億円

37 億円

27 億円

25 億円

21 億円

19 億円

15 億円

市債 11 億円
その他

その他の
自主財源

11 億円

15 億円

20 億円

12 億円

11 億円 4 億円
4 億円

一般会計  ２２７億９,５００万円 特別会計  １３９億３,４７０万円 事業会計  ６３億８,５３７万円
福祉や教育、産業振興など、
市の基本的な会計

国民健康保険、介護保険など、
一般会計と区別が必要な会計

病院事業や水道事業など、料金
収入で運営している事業の会計

一般会計予算は 約２２８億円

○民生費…福祉や医療のための経費
○公債費…借金返済のための経費
○総務費…行政の運営のための経費
○衛生費…健康や環境のための経費
○教育費…学校や生涯学習のための経費
○土木費…道路、河川、市営住宅などの経費
○農林水産業費…農林水産業のための経費
○消防費…安全・安心なくらしのための経費
○商工費…商工や観光のための経費

○市税…市が徴収するお金
○地方交付税…全国どの市町村でも一定の行政サー
　　　　　　　ビスを提供できるよう国が地方公共
　　　　　　　団体に交付するお金
○国庫支出金…国から支出される補助金等
○県支出金…県から支出される補助金等
○市債…市の借金
○自主財源…市が自ら徴収できるお金（72億円）
○依存財源…国や県などに依存するお金（156億円）

福
祉
や
医
療
な
ど
の

民
生
費
に
約
３
割

使
わ
れ
て
い
ま
す

地域コミュニティ活動の一層の振興を図るため、
区や自治会に交付金を交付します。
（みんなで創るまちづくり事業）

区・自治会の
まちづくりに交付金

1 億 4,806 万円

防災行政無線のデジタル化
工事や、雑音対策の工事等
を行います。
（防災行政無線整備事業）

引き続き、
防災行政無線を整備 2 億 9,622 万円

意欲ある農業経営体が経営規模の
拡大や農産物の加工・流通・販売
等の経営の多角化に取り組む時に
必要な機械導入等を支援します。
（経営体育成支援事業）

意欲ある農業経営体の
機械等購入に助成

5,040 万円

重要文化的景観に指定された「針江・
霜降の水辺景観地域」の、重要な景
観構成要素であるヨシ葺き等を修理
します。
（新旭（針江・霜降）重要文化的景
観構成要素修理事業）

ヨシ葺き屋根民家等の
大規模改修 1,431 万円

老朽化が著しい新旭北小学校の
プールについて、安全性を確保
するため、夏に間に合うよう改
修を行います。
（新旭北小学校プール改修事業）

新旭北小のプールを改修 4,103 万円

市外から高島市に転入し住宅を取得さ
れる若者に対して、一定の条件を満た
す場合、最大２００万円を補助します。
（おいでよ高島・若者マイホーム支援事業）

高島に転入する若者の
住宅取得に補助 1,200 万円

野生鳥獣による農作物被害を軽減するため、猟友会等に
よる個体数調整の実施や、集落等が設置する防護柵等に
対して補助を行います。（鳥獣害防止・駆除事業）

野生鳥獣による
農作物被害を軽減 9,945 万円

安曇川町上古賀地域の田用水の確保と施設の恒久化を
図るため、用水路施設の整備を行います。（H23~25）
（清水谷川用水路整備事業）

清水谷川用水路を整備 1,844 万円

農村資源の日常的な保全管理や老朽化した水路等の長寿
命化、生態系等の環境保全活動を推進します。
（農地・水保全管理支払交付金事業）

農村資源の保全管理や
生態系の環境保全を推進

3,855 万円

国の史跡指定に伴い、毎年計画的に用地を購入していま
す。（清水山城館跡史跡購入事業）

清水山城館跡史跡の
用地を購入

1,788 万円

山林所有者等との協定に基づ
き計画的に実施する造林や間
伐対策事業、林業機械購入に
対して補助をします。
（森林環境整備事業）

森林環境整備や
機械等導入に補助 3,675 万円

　骨格予算に計上した継続事業などのうち
　主な事業をご紹介します。

主な事業



紙ごみ減量標語応募作品 42013. ５月号紙ごみ減量標語応募作品5 2013. ５月号 「高島市　みんなでゴミを　へらそう」中島れい来（高島）

　「地域課題」の解決と「高島未来政策」の実現に向けて、市民参加のまちづくりを一層推進し、市民のた
めに働く役所として、地域の声をしっかりと聞ける仕組みづくりと組織機能の充実強化に努めます。
　各部局では、職員一人ひとりが創意と工夫をもって業務に取り組み、行政サービスが低下しないように努
め、所属長を中心として、職員全員がチームワークを発揮し、意欲的で元気な職場環境づくりを進めます。

 高島市民病院

　　●診　療　部
　　●医療技術部
　　●看　護　部
　　●医療安全部
　　　・医療安全推進室
　　●地域医療サービス部
　　　・地域医療連携室	 ☎ (36)8078
　　　・健診センター	☎ (36)8082
　　●事務部
　　　・病院総務課	 ☎ (36)8114
　　　・経営企画課	 ☎ (36)8060
　　　・医事課	 ☎ (36)8050
　　　・施設管理課	 ☎ (36)8089

☎ (36)0220（代表）
☎ (36)8077（外来予約専用）

       教育委員会
　      教育委員会事務局
　　●教育総務課	 ☎ (32)1132
　　●学校教育課	 ☎ (32)4471
　　●教育相談・課題対応室
	 ☎ (32)4406
　　　・教育研究所	 ☎ (32)4482
　　　・小学校
　　　・中学校
　　●社会教育課	 ☎ (32)4457
　　　・マキノ公民館	 ☎ (27)1131
　　　・今津公民館	 ☎ (22)2249
　　　・朽木公民館	 ☎ (38)2324
　　　・安曇川公民館	 ☎ (32)0003
　　　・高島公民館	 ☎ (36)0219
　　　・新旭公民館	 ☎ (25)8100
　　　・中江藤樹記念館	☎ (32)0330
　　●青少年課	 ☎ (32)4458
　　　・少年センター・あすくる高島
	 ☎ (32)3824
　　●学校給食課	 ☎ (32)0072
　　　・マキノ学校給食センター 	☎ (27)0360
　　　・今津学校給食センター	 ☎ (22)2091
　　　・安曇川学校給食センター 	☎ (32)0072
　　　・新旭学校給食センター	 ☎ (25)7080
　　●文化財課	 ☎ (32)4467
　　　・マキノ資料館	 ☎ (27)1484
　　　・朽木資料館	 ☎ (38)2339
　　　・高島歴史民俗資料館	☎ (36)1553
　　●市民スポーツ課	 ☎ (32)4459
　　●図書館
　　　・マキノ図書館	 ☎ (27)0350
　　　・今津図書館	 ☎ (22)3827
　　　・朽木図書室	 ☎ (38)2324
　　　・安曇川図書館	 ☎ (32)4711
　　　・高島図書室	 ☎ (36)2160
　　　・新旭図書室	 ☎ (25)2811
　　●高島市民会館	 ☎ (22)1764
　　　・藤樹の里文化芸術会館
	 ☎ (32)2461
　　　・ガリバーホール	☎ (36)0219

●事務局　　☎ (25)8000
選挙管理委員会

監 査 委 員
●事務局　　☎ (25)8000

公 平 委 員 会
●事務局　　☎ (25)8000

固定資産評価審査委員会
●事務局　　☎ (25)8000

農 業 委 員 会
●事務局　　☎ (25)8513

職員課　 （２５）８５２５

　　　　   健康福祉部
　　●社会福祉課	 ☎ (25)8120
　　●障がい福祉課	☎ (25)8516
　　●健康推進課	 ☎ (25)8078
　　●保険年金課	 ☎ (25)8137
　　　・朽木診療所	☎ (38)2071
　　●長寿介護課	 ☎ (25)8029
　　●訪問看護ステーション	☎ (36)8111
　　●陽光の里	 ☎ (36)1220
　　健康いきいき応援センター　
　　●北部健康いきいき応援センター
	 ☎ (22)5101
　　●南部健康いきいき応援センター
	 ☎ (32)4413
　　子ども局
　　●子育て支援課	☎ (25)8136
　　　・マキノ東保育園
　　　・マキノ西保育園
　　　・今津東保育園　
　　　・朽木保育園　　　
　　　・古賀保育園　　　
　　　・高島保育園
　　　・大師山さくら園
　　　・静里なのはな園
　　　・カンガルー教室
　　　・マキノ児童館
　　●子ども家庭相談課	☎ (25)8517

　　　　   産業経済部
　　●農業振興課	 ☎ (25)8511
　　　・特産品振興室　・農業再生推進室
　　●森林水産課	 ☎ (25)8512
　　●商工振興課	 ☎ (25)8514
　　●観光振興課	 ☎ (25)8040

　　　　   土木交通部
　　●土 木 課	 ☎ (22)2001
　　　・国県事業対策室
　　●都市計画課	 ☎ (22)0904
　　●交通対策課	 ☎ (22)0058

　　　       会計管理者

　　　　　  消防本部
　　●消防総務課	 ☎ (22)5401
　　●予 防 課	 ☎ (22)5403
　　●警 防 課	 ☎ (22)5402
　　●通信指令課	 ☎ (22)1234
　　●北部消防署	 ☎ (22)1234
　　　・朽木分遣所	☎ (38)2100
　　　・マキノ救急分遣所	☎ (28)0119
　　●南部消防署	 ☎ (32)1212

　　　　　  総 務 部
　　●行 政 課	 ☎ (25)8000
　　●財 政 課	 ☎ (25)8111
　　●職 員 課	 ☎ (25)8525
　　●税 務 課	 ☎ (25)8116
　　●納 税 課	 ☎ (25)8522
　　●情報統計課	 ☎ (25)8527
　　●契約検査課	 ☎ (25)8501

  　　　　政 策 部
　　●企画広報課	 ☎ (25)8114
　　●秘 書 課	 ☎ (25)8000
　　●経営改革課	 ☎ (25)8000
　　総合防災局
　　●防　災　課	 ☎ (25)8133
　　●原子力防災対策室	☎ (25)8133

　   　    市民環境部
　　●市民活動支援課	☎ (25)8526
　　●市 民 課	 ☎ (25)8018
　　●生活相談課	 ☎ (25)8125
　　●人権施策課	 ☎ (25)8524
　　●環境政策課	 ☎ (25)8123
　　　・ごみ減量推進室
　　　・環境センター	☎ (24)0031
　　　・今津環境クリーンセンター
　	 ☎ (24)0053
　　　・衛生センター	☎ (22)2725
　　　・斎場	 ☎ (22)4740
　　●マキノ支所	 ☎ (27)1121
　　●今　津支所	 ☎ (22)2551
　　●朽　木支所	 ☎ (38)2331
　　●安曇川支所	 ☎ (32)1131
　　●高　島支所	 ☎ (36)1121
　　●新旭振興室	 ☎ (25)8100

議　　会	     議会事務局　    ●議事課　☎ (25)8140

市 長 部 局

　　　　   上下水道部
　　●事　業　課	 ☎ (22)9037
　　●経　営　課	 ☎ (22)6838

　●会　計　課　☎ (25)8118

　高島市議会３月定例会の最終日、
副市長に山口知之氏を選任する人事
案件が追加提案され、全会一致で同
意され、４月１日に就任しました。

副市長に
山
や ま

口
ぐ ち

  知
と も

之
ゆ き

 氏が就任

平成25年度 市の組織

『高島をもっと元気に

　市政をもっと身近に』

お知らせ拡大版

「ごみをみんなでがんばってへらして　いい世界にしたいです」中川もえ（高島）
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平
成
24
年
度
３
月
補
正
予
算
が
、
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
新
た
な
補
助
事
業
の

採
択
を
受
け
た
事
業
を
追
加
計
上
し
た
ほ
か
、
各
事
業
の
精
算
見
込
み

に
よ
り
、
不
用
と
な
る
予
算
の
減
額
を
行
う
も
の
で
す
。　

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
課
　
（
２
５
）
８
１
１
１

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
日
頃
か
ら
地

域
の
中
で
皆
さ
ん
の
相
談
を
受
け
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
等
、
人
権
の

擁
護
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
島

市
で
は
14
人
の
方
々
が
法
務
大
臣
か

ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
高
島
地
区
の
萬
木
由

利
子
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
４

月
か
ら
永
田
の
三
矢
艶
子
さ
ん
に
ご

就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
萬
木
由
利
子
さ
ん
に
は
、
15

年
間
に
わ
た
り
、
地
域
の
人
権
を
守

る
た
め
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
権
施
策
課　

　
（
２
５
）８
５
２
４

区　　分 補　正　額
市税 １,４５０万円
県税交付金 ▲９５３万円
地方交付税 ２億３,７８８万円
分担金・負担金 ８３８万円
国庫支出金 ２億３,７８１万円
県支出金 ▲２,４３８万円
財産収入 ▲２,２９９万円
諸収入 ５,８２２万円
市債 １億５,３８０万円
その他 １３１万円

計 ６億５, ５００万円

　一般会計歳入予算の主な内訳

区　　分 補正前の額 補 正 額 補正後の額
一般会計 ２７３億４,５００万円 ６億５,５００万円 ２８０億円
特別会計 １４０億７，５０５万円 ▲２億３９５万円 １３８億７，１１０万円
事業会計 ８６億８,０９３万円 ▲１億６，６１１万円 ８５億１,４８２万円
予算総計 ５０１億９８万円 ２億８,４９４万円 ５０３億８,５９２万円

　歳入歳出補正予算

補
正
予
算
の
概
要

３
月

平
成
24
年
度

　 主な事業
消防緊急デジタル
無線設備整備事業 道路維持管理事業 市道小中坂ノ下線

外道路改良事業
林道小入谷線

舗装事業 公営住宅管理事業

３億３，９１９万円 １億７，４４２万円 １億２３４万円 １, ９００万円 １，７００万円

　電波法の改正によ
り、現在のアナログ
式消防救急無線を、
デジタル式に移行す
る必要があります。
　国の補助金を活用
し、デジタル化整備
を行います。

　地域住民の生活環
境の維持を図るた
め、道路舗装の補修
工事や除雪機械の買
い替え、交通安全対
策整備工事を行いま
す。

　生活環境の向上や
通行車両の安全を守
るため、道路改良工
事や消雪施設整備工
事、落石防止対策工
事などを行います。

　経年劣化がみられ
たことから、林道小
入谷線の舗装を行い
ます。

　国の補助金を活用
し、市営住宅島団地
の屋根と外壁改修工
事を行います。

人
権
擁
護
委
員

就
退
任
の
お
知
ら
せ三矢　艶子さん

お知らせ拡大版

　消防団員は、過疎化の進展や少子高齢
化社会などの影響もあり、全国的に減少
傾向にあります。また、産業や就業構造
の変化等によって、消防団員のサラリー
マン化が進んでいることから、事業所側
の消防団活動に対する一層の理解と協力
が不可欠となっています。
　このようなことから、サラリーマンが
入団しやすく活動しやすい環境づくりを
整えることを目的に、従業員が消防団活
動等に協力していただいている事業所を
市が「消防団協力事業所」として認定し、
表示証の交付や市ホームページ等で協力
内容や社会貢献を広く公表することにし
ました。
　これにより団員の入団促進や活動環境
の整備はもとより、協力事業所の社会的

　事業所の消防団への協力を消防団員と事業所
の従業員をイメージした輪の連結を力強く表現
し、また、ハート型は地域を思う心を併せて表
現しています。（消防庁ホームページより抜粋）

消防団協力事業所
表示証

　
５
月
12
日
は
、こ
の
日
に
民
生
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、「
広
げ
よ
う　
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
」

行
動
宣
言
に
よ
る
、
安
全
で
安
心
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
常

に
住
民
の
立
場
で
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
地
域

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
存
在
や
活
動
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　相談を受けたときには、関係機関の窓口
を紹介したり相談者の負担を軽減できるよ
う各機関とのパイプ役になります。

　一人暮らしや寝たきりの高齢者、障がい
のある方などの悩みや要望を的確に把握す
るように努めています。

　相談者の立場や気持ちを大切に、誠意を
もって援助します。

民生委員・児童委員の役割
● 地域福祉のアンテナ

● 地域福祉のパイプ役

● 地域福祉の世話役

高
島
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
（
社
会
福
祉
課
）

　

（
２
５
）８
１
２
０

　子育てや高齢者介護などでお困りの時は、一人で
悩まずにお近くの民生委員児童委員にお気軽にご相
談ください。秘密は固く守られます。
　民生委員児童委員のお名前や連絡先は、社会福祉
課または各地域の保健センター（朽木地域は朽木支
所）へお問い合わせください。

広
げ
よ
う  

地
域
に
根
ざ
し
た  

思
い
や
り

事業所の参加お待ちしています！

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

「消防団協力事業所表示制度」はじめます

信頼性の向上やＰＲにつながるものとし
て、地域全体の消防防災体制が一層充実
することを期待しています。
　ぜひ多くの事業所の参加をお待ちして
います。
　なお、「消防団協力事業所」として認
定を受けるには、一定の基準があります
ので、詳しくは、お問い合わせください。

消防総務課　 （２２）５４０１

「その紙はクシャクシャにしないで　リサイクルへ」中路　晶（高島）



まち の 話題 タウントピックスTown Topics

　高島ロータリークラブから、「こども１１０ばん
のおうち」コーン２３０個をご恵贈いただきました。
　「こども１１０ばんのおうち」は、子どもたちが
登下校時や遊んでいる時に事件・事故やけが、自然
災害などにより、身の危険を感じた時に、避難場所
として駆け込むことができるよう、市民の皆さんや
事業所等多くの方の
ご協力を得て設置し
ているものです。
　現在、市内９３０
か所の「おうち」に
　設置いただいてお
　り、子どもたちが
　安全で安心して暮
　らせる環境の確保
　　に努めています。
　　　（青少年課）

　 ３ 月 29 日
（金）に株式会
社ＴＡＤコーポ
レーション（旧
社名：高島デリ
バリー）から、
義援金として
２００万円のご

寄付をいただきました。
　この義援金は社員皆さんのご理解によって集めら
れたお金をご寄付いただいたものです。
　平成 24年度末での義援金総額は、個人や団体か
らたくさんの方にご寄付いただき、５，８００万円
に達しました。
　今後ともご理解、ご協力をよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　（社会福祉課）

　３月９日（土）に、１年間のまとめとして、第６
回子どもの体験活動サポーター養成講座を開催しま
した。講師に滋賀県レクリエーション協会の西條智
晴先生・溝江透先生を迎え、午前は子どもを対象に
したレクリエーション講習と演習、午後は体験活動
の必要性と安全管理の基本について学びました。講
座を通じてサポーターとしての心構えを再確認で
き、参加者からは「貴重な話が聞けてよかった。」
という声が聞かれました。（青少年課）

　３月 29日（金）から 31日（日）まで千葉県白
子町サニーテニスコートで開催された第 12回全国
小学生ソフトテニス大会に、安曇川ソフトテニスス
ポーツ少年団の村田由輝くん（安曇小４年）と才川
朔眞くん（安曇小４年）が滋賀県代表として出場さ
れました。この経験を糧にさらなる全国での活躍を
期待します。（市民スポーツ課）

　３月７日（木）、国立オリンピック記念青少年総
合センターで行われた「早寝早起き朝ごはん」フォ
ーラムで、優れた「早寝早起き朝ごはん」運動の推
進をしている団体として、新旭青少年育成学区民会
議が「文部科学大臣表彰」を受賞しました。
　この賞は、子どもの育成に関係する地域の多くの
団体が関わり、朝ごはんを取ることの重要性を広報
紙に継続して掲載することにより、地域全体で子ど
もたちの生活習慣づくりに取り組み、青少年の健全
育成につなげたことが評価されたものです。
　同会議では、この他にも「人づくりは花づくりか
ら」を合言葉に、駅前花壇の清掃、整備に取り組ん
でいます。新旭駅前にお越しのときにはぜひご覧く
ださい。（新旭青少年育成学区民会議）

東日本大震災義援金を
ご寄付いただきました

『子ども 110 ばんのおうちコーン』
をご恵贈いただきました

　第８回高島市民体育大会スキー競技会が３月 10日（日）、箱館山スキー場を会場に、総勢１７０人が参加
され、熱戦が繰り広げられました。結果は次のとおりです。（市民スポーツ課、体育協会）

（敬称略）

●スノーボード
〔一　般〕
＜男子５組（35歳以上）＞
　第１位　池田　　建　（高　島）

●ジャイアントスラローム
〔小学生〕
＜女子１組（１・２年生）＞
　第１位　寺井　夏生（マキノ西小）
＜女子２組（３・４年生）＞
　第１位　田中　優衣（広瀬小）
＜女子３組（５・６年生）＞
　第１位　河原田百花（今津東小）
＜男子１組（１・２年生）＞
　第１位　古谷　悠翔（今津北小）
＜男子２組（３・４年生）＞
　第１位　木谷　　響（今津東小）
＜男子３組（５・６年生）＞
　第１位　山室　　誠（今津北小）

〔中学生〕
＜女　子＞
　第１位　古谷　麻結（今津中）
＜男　子＞
　第１位　金丸　一也（今津中）

〔一　般〕
＜女子２組（35歳以上）＞
　第１位　田中智寿子（安曇川）
＜女子４組（25歳以上）＞
　第１位　夏目ひかり（安曇川）
＜男子１組（60歳以上）＞
　第１位　谷口　宏滋（今　津）
＜男子３組（45歳以上）＞
　第１位　小野　　久（今　津）
＜男子４組（40歳以上）＞
　第１位　川島　克也（安曇川）
＜男子５組（35歳以上）＞
　第１位　寺井　成晃（マキノ）
＜男子７組（25歳以上）＞
　第１位　岡本　祏輔（マキノ）

●フリー走法
〔小学生〕
＜女子３組（５．６年生）＞
　第１位　太田　　舞（今津東小）
＜男子１組（１．２年生）＞
　第１位　太田　多聞（今津東小）
＜男子２組（３．４年生）＞
　第１位　一井倫太朗（新旭北小）
＜男子３組（５．６年生）＞
　第１位　坂尾　尚輝（新旭北小）

〔中学生〕
＜女　子＞
　第１位　齊藤　彩佳（安曇川中）
＜男　子＞
　第１位　河原田政吾（今津中）

〔一　般〕
＜男子１組（60歳以上）＞
　第１位　多胡　重孝（安曇川）
＜男子１組（45歳以上）＞
　第１位　岩佐　浩治（安曇川）
＜男子１組（30歳以上）＞
　第１位　伊藤　朋一（高　島）

取り組み評価され、文部科学大臣表彰受賞！
早寝早起き朝ごはんを推進森永さん、スキー Jr 五輪で

10 位入賞の快挙！
白銀のゲレンデ舞台に、１７０人が熱戦繰り広げる

　3月 29日（金）から 31日（日）まで北海道歌
志内市かもい岳スキー場で開催されたＪＯＣジュニ
アオリンピック２０１３兼全日本ジュニアスキー選
手権大会に、滋賀県代表として坂口未祐さん（マキ
ノ中２年）と森永ののかさん（マキノ南小６年）が
出場されました。
　大会の結果、アルペン K1女子コンビの部で森永
さんが 10位入賞の快挙を成し遂げられました。
　　　　　　　　　　　　　　（市民スポーツ課）

第６回子どもの体験活動サポーター養成講座第 12 回全国小学生ソフトテニス大会へ出場！
サポーターの心構え再確認ソフトテニス全国の舞台へ

↓
賞
状
を
受
け
取
り
、
に
っ
こ
り

　

ほ
ほ
え
む
森
永
さ
ん

才川くん 村田くん

アルペンの部 クロスカントリーの部

↓
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
を
受
け
る

　

参
加
者

紙ごみ減量標語応募作品 82013. ５月号「紙ごみを　みんなでへらそう　リサイクル」中村妃代里（高島）9 2013. ５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ゴミを　リサイクルして　エコにする」中村　達希（高島）



「もういらない」　そんな思いを　リサイクル」中山　春菜（今津）

　
「
男
女
共
同
参
画
っ
て
、
女
性
の
た

め
の
も
の
で
し
ょ
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
男
性
に
と
っ

て
も
重
要
な
問
題
で
す
。
例
え
ば
、
こ

ん
な
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
「
男

や
の
に
、
そ
ん
な
こ
と
で
悩
ん
で
る
ん

か
」
と
言
わ
れ
相
談
で
き
な
か
っ
た
。

育
児
休
職
を
取
り
た
く
て
も
「
奥
さ
ん

が
い
る
の
に
何
で
君
が
？
」
と
言
わ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
「
男
性
だ
か
ら
」
と
い
う
意

識
が
重
荷
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
の
よ
う

に
性
別
を
理
由
と
し
て
役
割
を
固
定
的

に
分
け
る
考
え
方
は
、
女
性
の
社
会
進

出
を
は
ば
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
男
性
も
「
男
は
仕
事
」、「
男
は
強

く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
、
性
別

に
よ
る
役
割
の
固
定
化
を
受
け
て
き
た

と
言
え
ま
す
。 

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
性
だ

か
ら
、
女
性
だ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
と
も
に
尊
重
し
合
い
、
み
ん

な
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
で
す
。
男
性
女
性
そ
れ
ぞ

れ
の
中
に
あ
る
意
識
や
社
会
の
意
識
が

変
わ
れ
ば
、
誰
に
と
っ
て
も
よ
り
暮
ら

し
や
す
い
社
会
を
築
い
て
い
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
活
動
支
援
課

　
　

（
２
５
）
８
５
２
６

男
性
に
と
っ
て
の

男
女
共
同
参
画
？

　

は
や
穀
雨
の
季
節
を
迎
え
、

木
々
の
緑
が
濃
さ
を
増
し
て
き
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
市
内
の
各
地
域
で
は
、
新
た
に

区
長
・
自
治
会
長
様
を
ご
選
任
い

た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
春
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
海
津
大
崎
を
は
じ
め
と

し
、
朽
木
渓
谷
や
新
旭
湖
周
道
路

な
ど
、
各
地
の
美
し
い
桜
を
ご
覧

に
な
る
た
め
、
市
内
外
か
ら
本
当

に
多
く
の
方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
各
地
の
桜
が
、
美
し
い
花
で
私

た
ち
の
目
を
潤
し
て
く
れ
た
の

も
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
年
間
を

通
じ
て
清
掃
や
施
肥
、
枯
れ
枝
の

伐
採
な
ど
を
行
い
、
丹
精
込
め
て

守
り
育
て
て
い
た
だ
い
た
ご
尽
力

に
よ
る
も
の
と
、
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
の
連
休
中
に
は
市

内
の
各
地
で
祭
事
が
催
さ
れ
ま
す

が
、
こ
こ
に
も
、
何
百
年
に
も
わ

た
り
つ
な
が
れ
て
き
た
歴
史
や
、

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
べ
き

伝
統
や
文
化
が
根
付
い
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
の
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
地
域
の
誇
り
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
も
言

え
る
も
の
で
す
。

　
引
き
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
と
と

も
に
、
市
と
し
て
も
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、「
市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

福

井

正

明

誇
り
あ
る
高
島
を
未
来
へ

　  

―
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

原発事故想定した住民避難訓練実施

内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急
交通事故
一般負傷
救 急
そ の 他
救　助
火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
4 件
0件
0件
1件

件　数
10 件
32件
137件
20件

件　数
3 件
1件
1件
3件

累計（1 月～）
8 件
0件
0件
1件

累計（1 月～）
50 件
107件
434件
69件

累計（1 月～）
3 件
3件
1件
6件

件　数
　４６件
　　０人
　６５人

件　数
　　３件
　１０件
　　２件
　　８件
　　６件
　１７件

３月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

０．０６７μ Sv/h
今　津（今津支所玄関北側）

０．０６０μ Sv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）

０．０５０μ Sv/h
安曇川（安曇川支所浦駐車場）

０．０４７μ Sv/h
高　島（高島支所東駐車場）

０．０５４μ Sv/h
新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６０μ Sv/h

前年比
－13件
－ 4人
－12人

（平成25年３月末現在） （平成 25年３月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

※測定地点は他に 24 か所あります。測定
結果は、市のホームページをご覧ください。

◎住民避難訓練での主な体験内容
　❶避難指示による避難集合場所への集合
　❷住民避難行動記録の記載
　❸市が準備したバスでの避難
　❹スクリーニング (放射性物質の付着確認 )
　❺安定ヨウ素剤の服用説明および体験
　❻原子力防災学習会
　❼市備蓄食料の試食

◎訓練実施日時
　３月 17日（日）　７時 30分～ 12時 30分
◎訓練場所
　朽木西小学校周辺および朽木体育館周辺
◎避難対象住民
　針畑区・生杉区住民
◎訓練参加車両および人員
　車両／ 32台　ヘリコプター／２機
　人員／ 258人

　高島市では３月 17日、大飯原子力発電所で事故
が発生し、放射性物質が放出されたという想定で、
朽木地域において滋賀県と共同の原子力防災訓練を
実施しました。
　訓練は、原子力発電所における事故を想定し、各
防災機関との連携による迅速かつ適切な事故対応訓
練を実施することにより、問題点および改善すべき
事項を把握して、地域防災計画 (原子力災害対策編 )
をはじめとする諸計画の策定・改定に役立てること
を目的として行いました。

問原子力防災対策室　 （25）8133

❶ ❷

❸

❺❹

紙ごみ減量標語応募作品紙ごみ減量標語応募作品11 2013. ５月号 「へらそう　紙のゴミ」橋本しゅん（高島） 102013. ５月号



紙ごみ減量標語応募作品 122013. ５月号紙ごみ減量標語応募作品13 2013. ５月号 「紙のごみ　ホントに捨てて　いいのかな」八田　優花（高島） 「この世界　きれいにしたければ　リサイクル」八田　瑞希（高島）

藤波こども園

中央ユニバーサルこども園

はこぶね保育園 　
こ
の
春
、
安
曇
川
地
域
に
新
築
移
転
し
た
安
曇
川
は
こ
ぶ
ね
保
育
園
、
藤
波
こ
ど

も
園
、
中
央
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
こ
ど
も
園
に
、
未
就
園
児
の
親
子
を
対
象
に
し
た
「
子

育
て
親
子
つ
ど
い
の
広
場
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
育
て
中
の
親
子
が
集
い
、
語
り
合
い
、
交
流
す
る
場
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
気
軽
に
子
育
て
相
談
が
で
き
る
場
と
し
て
、
専
任
の
保

育
士
が
楽
し
い
活
動
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
高
島
市
教
育
委
員
に
北
川
暢
子
委
員（
再
任
）

と
富
永
雄
教
委
員
（
新
任
）
が
平
成
25
年
３
月

31
日
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
委
員
会
で
は
教
育
委
員
会
委
員

長
に
北
川
暢
子
委
員
を
選
任
し
、
任
期
満
了
に

よ
り
退
任
し
た
髙
橋
博
志
教
育
長
の
後
任
に
富

永
雄
教
委
員
を
教
育
長
に
任
命
し
ま
し
た
。

　
委
員
の
任
期
は
４
年
間
、
委
員
長
の
任
期
は

１
年
間
で
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
事
業
の
課
題
や
次
年
度
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
度
の
教
育
に
関
す
る
事
務
事
業
を
点
検
・
評
価

し
ま
し
た
。　平成 24年度高島市教育行政基本方針

の主要事業を中心とした１０２事業
● 評価基準
　必要性、効率性、効果の３つの区分ご
とに次の４段階で評価しました。
　Ａ‥計画どおり進める
　Ｂ‥進め方を改善して、計画どおり進
　　　める
　Ｃ‥内容や実施主体の見直し等が必要
　Ｄ‥抜本的な見直しが必要
● 評価結果
　今後の事業の方向性と改善計画をまと
めました。
　○重点的に継続……………… ５事業
　○現状のまま継続……………49事業
　○内容を見直しながら継続…41事業
　○統合、連携を検討………… ７事業
　

　評価結果報告書は教育総務課で縦覧で
きます。

● 点検評価の対象

　   「邇
に

々
に

杵
ぎ

神社　渡し祭り」
　　　市無形民俗文化財に指定
　高島市朽木宮前坊で、中世末から引き継がれ
ている邇々杵神社の渡し祭りは、由来や内容が
この地域の特色を顕著に示すとともに、市内の
祭礼の中でも、古式を伝える貴重な民俗行事で
あることから、高島市無形民俗文化財に指定し
ました。毎年５月第２日曜日に行われます。

●主な議案
　・高島市立学校の学校医、学校歯科医および
　　学校薬剤師の委嘱について
　・高島市文化財保護審議会委員の任命について
　・平成 24年度教育に関する事務の管理及び
　　執行の状況の点検及び評価結果報告書案
　・高島市無形民俗文化財の指定について
●協議・報告事項
　・平成 25年３月高島市議会定例会の一般質
　　問概要報告について
　・いじめ対策にかかる取り組みについて
　・教育支援センター「スマイル」について

第２回臨時会報告　３月 31 日開催

第３回定例会報告　３月 21 日開催

●主な議案、協議、報告事項
　・教育委員会委員長の選挙および同職務代理
　　者の指定について
　・教育委員会教育長の任命について
　・環の郷教育特区学校審議会委員について

「
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
取
り
組
ん
で
ま
す

子
ど
も
へ
の
暴
力
を
防
止
し
よ
う
！

子
ど
も
家
庭
相
談
課
　
（
２
５
）
８
５
１
７

安
曇
川
地
域
に

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

新
設

”

子
育
て
親
子  

つ
ど
い
の
広
場

委
員
長
に
北
川 

委
員
を
選
任

教
育
長
に
富
永 

委
員
を
任
命

教
育
委
員
会 

事
務
事
業
を
点
検
評
価
し
ま
し
た

子
育
て
支
援
課
　
（
２
５
）
８
１
３
６

●日時　火・水・木　９：00 ～ 14：00
   　　※園庭解放　平日 15：00～（土は終日）

　親子手作り活動では、親子の交流と子育てに生かせるノウハ
ウなどが学べます。また、身近な地域の人々から、さまざまな
ことを学び繋がっていけるイベントもあります。

さくらんぼ広場

・サークル活動「きららクラブ」　毎週（月）10：00～ 11：30

●日時　月～金　10：00 ～ 15：00
　子どもの日の祝会、星まつり、秋まつり、豆まき
など季節ごとにイベントを行います。
　また、保育園児との交流イベントやリズムダンス、手作りお
やつなど、親子で楽しめるプログラムが満載です。

はこぶねピヨピヨクラブ

●日時　火・水・木　９：30 ～ 14：30
　　　※夏休み・冬休み・春休み中は休み
　園庭やチューリップのお部屋（支援室）を開放
します。手遊びをしたり、お話を聞いたりする楽しいひととき
もあります。また、フィンガーペインティングや小麦粉粘土、
ダンボールで遊ぼうなどのイベントもあります。

すべての子どもは生きてい
くために大切な三つの権利
を持っています

遊びの広場  チューリップ

　
近
年
子
ど
も
た
ち
へ
の
暴
力
（
虐
待
や
い
じ
め
）

が
増
加
し
、
高
島
市
で
も
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
い
く
ら
子
ど
も
た
ち
を
心
配
し
て
い
て
も
、
大
人

が
一
日
中
そ
ば
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
暴
力
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
高
島
市
で
は
、
子
ど
も
自

ら
が
、
暴
力
か
ら
身
を
守
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
、

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
年
長
児
と
一
部
の
小
学

校
を
対
象
に
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
参
加
型
学
習
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
は
・
・
・

　
「Child Assault Prevention

（
子
ど
も
へ
の

暴
力
防
止
）」
の
略
で
、
１
９
７
８
年
ア
メ
リ
カ
で

誕
生
し
た
、
子
ど
も
自
身
が
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
（
い

じ
め
、
虐
待
、
性
暴
力
、
誘
拐
な
ど
）
か
ら
、
大
切

な
心
と
か
ら
だ
を
守
る
た
め
に
、
ど
う
対
処
し
た
ら

よ
い
か
を
学
ぶ
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
人
が
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
相
談
を
ど
う
受
け
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
を

考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
実
施
す
る
園
、
小
学

校
の
関
係
者
や
保
護
者
に
も
同
時
に
研
修
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

富永  雄教 委員
（教育長）

北川  暢子 委員
（委員長）

（CAPセンター・JAPAN作成イラストを転載）

安
あん

　心
しん

自
じ

　信
しん

自
じ

　由
ゆう

　教育委員会 infomation

このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （32）1132 までお気軽にお問い合わせください



　当院では、糖尿病の患者様やご家族を対象に糖尿
病教室を開いています。
　糖尿病は生涯にわたって適正な治療を続けることに
よって、いろいろな合併症 ( 網膜症、腎症、神経障害、
動脈硬化など ) を予防することができます。糖尿病が
あっても、健康な人と同様に活動的で充実した日常生
活を送れるように病院スタッフがお手伝いをさせていた
だきます。

　 高島市民病院 栄養管理センター
　　 （３６）０２２０( 代 )

糖尿病と運動について
食品交換表について
糖尿病と薬について
食品計量について
糖尿病の検査
献立を立ててみよう
糖尿病の合併症について
上手な塩分の減らし方について
日常生活の注意点・食事会

５月 10 日 ( 金 )

６月７日 ( 金 )

７月５日 ( 金 )

８月２日 ( 金 )

９月６日 ( 金 )

　前期日程　

糖尿病の治療について
食事療法について
糖尿病と運動について
食品交換表について
糖尿病と薬について
食品計量について
糖尿病の検査
献立を立ててみよう
糖尿病の合併症について
上手な塩分の減らし方について
日常生活の注意点・食事会

10 月４日 ( 金 )

11 月１日 ( 金 )

12 月６日 ( 金 )

１月 10 日 ( 金 )

２月７日 ( 金 )

３月７日 ( 金 )

　後期日程

スケジュール

糖尿病教室のご案内

日　時▶毎月第１金曜日　13 時～ 14 時
　　　　※祝日の場合は第２金曜日
　　　　※食事会の日は 12 時～ 13 時

場　所▶高島市民病院 本棟３階ラウンジ
申　込▶受診時に看護師または栄養管理士

までお伝えください。

　
滋
賀
県
お
よ
び
高
島
市
で
は
、
が
ん

対
策
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
が
ん
患

者
さ
ん
や
そ
の
家
族
な
ど
同
じ
立
場
の

人
が
不
安
や
悩
み
を
共
有
し
、
前
向
き

に
生
活
し
て
い
く
た
め
の
支
え
合
い
の

場
と
し
て
、が
ん
患
者・家
族
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
と
も
に
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
患
者
ご
本
人
、
ご
家
族
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ほ
っ
と
ひ

と
息
つ
け
る
所
・
語
り
合
う
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

５
月
か
ら
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
受
診
券
・

健
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。
受
診
券
が
届

き
ま
し
た
ら
お
近
く
の
健
診
会
場
か
医

療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
○
30
歳
～
39
歳
の
方
で
職
場
で
健
診

　
　
の
受
診
機
会
が
な
い
方

　
○
40
歳
～
74
歳
で
高
島
市
国
民
健
康

　
　
保
険
の
被
保
険
者

　
○
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

　
　
度
の
被
保
険
者

　
○
30
歳
以
上
の
生
活
保
護
法
に
よ
る

　
　
被
保
護
世
帯
の
方

検
査
内
容

　
身
体
計
測
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、

　
問
診
、
診
察
、
血
液
検
査

　
生
活
習
慣
病
は
日
頃
の
生
活
習
慣
の

積
み
重
ね
が
原
因
で
起
こ
り
、
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
血
液
検

査
等
を
受
け
る
こ
と
で
、
身
体
の
変
化

に
気
づ
き
、
生
活
習
慣
を
振
り
返
る
機

会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】

　
５
月
14
日
、６
月
11
日
、７
月
９
日
、

　
９
月
10
日
、10
月
８
日
、11
月
12
日
、

　
12
月
10
日
、
１
月
14
日
、
３
月
11
日

　
い
ず
れ
も
火
曜
日

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
　
所
】　
高
島
市
民
病
院

※
平
成
25
年
３
月
ま
で
は
「
高
島
市
働
く
女

性
の
家
」
が
会
場
で
し
た
が
、
５
月
か
ら
高

島
市
民
病
院
に
変
更
し
ま
す
。

　

高
島
保
健
所

　
　
（
２
２
）２
５
２
６

　
４
月
か
ら
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
５
月
か
ら
は

集
団
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　
実
施
す
る
が
ん
検
診
は
、
大
腸
が
ん

検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
で
す
。
予
約
制
で
す

の
で
、日
程
、対
象
者
等
詳
し
く
は
「
た

か
し
ま
健
康
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
高
島
市
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
「
湖
西
夢
ふ
る
さ
と
ワ
イ

ワ
イ
倶
楽
部
」
が
第
８
回
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
大
賞
の
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
竹
林
再
生
整
備
体
験
を
エ
コ
ツ

ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
た
「
新
竹
取
物

語
」
を
は
じ
め
、
地
域
の
宿
泊
施
設
と

連
携
し
た
教
育
旅
行
や
企
業
研
修
の
受

入
れ
、
地
域
の
観
光
施
設
や
特
産
品
販

売
施
設
等
を
ツ
ア
ー
行
程
に
組
み
込
む

な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
取
り
組
み
が
地
域
活
性
化
に
寄

与
す
る
モ
デ
ル
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

３月 21 日に、環境省で表彰式と
取り組み発表が行われました。

ワ
イ
ワ
イ
倶
楽
部
に

エ
コ
ツ
ー
大
賞
特
別
賞

にご協力ください献血
５月 24 日（金）／　今津保健センター

※ 200ml、400ml の全血献血です。予約不要
　対象：16歳～ 69歳（初めての方は 64歳まで）

　〈午前の部〉10時～ 12時
　〈午後の部〉13時～ 15時

がん患者サロン
「ほっと湖西」

開催

始
ま
っ
て
ま
す
！

始
ま
り
ま
す
！

健
康
診
査

受
け
ま
し
ょ
う

「
健
康
診
査
」「
が
ん
検
診
」

が
ん
検
診

紙ごみ減量標語応募作品 142013. ５月号「小さな工夫ひらめきを　活かして広げて　リサイクル」服部　篤哉（マキノ）紙ごみ減量標語応募作品15 2013. ５月号 「気をつけて　ムダなゴミは　お金をうばう」服部　涼（新旭）



紙ごみ減量標語応募作品 162013. ５月号紙ごみ減量標語応募作品17 2013. ５月号 「ゴミへらし　キラキラかがやく　高島に」馬場亜津沙（今津）

　保健センターでは、年を重ねて
きたからこそ、気をつけたい健康
づくり・元気づくりについて出前
講座を行っています。
　サロンや高齢者の集いなど、人
が集まる機会があればぜひお声を
かけてください。
　どの講座も、各保健センターへ
お早めにご相談ください。内容も
地域や会場に合わせて提案させて
いただきます。

目指せ！
元気の達人

転
ば
ぬ
先
の
杖
（
軽
体
操
）

　
「
足
腰
が
痛
く
て
・
・
・
」
と
い
う

方
も
、「
田
畑
で
動
い
て
い
る
か
ら
、

運
動
は
で
き
て
い
る
は
ず
・
・
・
」
と

い
う
方
に
も
お
す
す
め
。
同
じ
姿
勢
で

頑
張
り
過
ぎ
る
と
、
特
定
の
場
所
に
負

担
が
か
か
り
過
ぎ
た
り
、
体
の
動
き
が

硬
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
少
し
ず
つ
体

を
ほ
ぐ
し
て
、
し
な
や
か
な
体
を
作
り

つ
つ
、
高
齢
期
に
特
に
重
要
な
部
分
の

筋
力
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
高
島
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
高
島
あ
し

た
の
体
操
」
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！

と
思
わ
れ
る
区
・
自
治
会
や
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

元
気
の
源　
栄
養

　
「
食
事
に
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
」

と
い
う
方
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
体
重
が
多

く
て
も
、
実
は
「
栄
養
不
足
だ
っ
た
」

と
い
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高

齢
期
に
気
を
つ
け
た
い
食
べ
方
に
つ
い

て
の
学
習
会
で
す
。

忘
れ
た
く
な
い　
口
元
美
人

　
口
元
で
人
の
印
象
は
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
入
れ
歯
の
人
も
、
部
分
的
に
ご

自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
る
方
も
ぜ
ひ

知
っ
て
ほ
し
い
お
口
に
つ
い
て
の
学
習

会
で
す
。
ま
た
、
早
い
時
期
か
ら
歯
と

歯
ぐ
き
を
守
る
た
め
に
、
40
代
～
60
代

の
方
の
団
体
に
も
お
す
す
め
で
す
。

あ
な
た
の
地
域
へ
出
前
し
ま
す

　65 歳以上の方を対象に、健
康づくりのお手伝いとして毎年
好評のマシンを使った運動の教
室を開催します。
　４種類の運動器具を使って効
果的に筋肉をつけることができ
ます。基礎コースとして行いま
すのではじめての方でも安心し
てご参加いただけます。（週１回
で12回１クールです。）
日　時　６月７日～８月 30日
　　　　毎週金曜日　
　　　　13時 30分～15時 30分
場　所　いきいき元気館
　　　　（新旭町北畑 45－１）
参加費　１回３００円
　　　　（施設使用料）

いきいき元気館
　 （20）2301

　男性介護者の皆さん、日々の
介護に悩んだり疲れたりしてい
ませんか？
　介護を一人で頑張らず、仲間
と一緒に学び、情報を共有しな
がら前向きに介護を行えるよう
にケアメン（男性介護者）の会
を開催します。
日　時　５月 22日（水）
　　　　　13時～ 15時
場　所　今津保健センター
内　容　講演「家庭でできる介
　　　　護食」、情報交換等

健康いきいき応援センター

　高齢者を介護されている家族
の方、過去に介護経験のある方、
介護に関心のある方。情報交換
をしたり、介護の知識や技術に
ついて学んでみませんか。今回
は、医師から様々な認知症の症
状とその対応についてお話しい
ただきます。
日　時　５月 28日（火）
　　　　　11時～ 15時 30分
場　所　新旭保健センター
内　容　11時～　情報交換
　　　　12時～　昼食
　　　　14時～　講演
申込方法　５月 24日までに、各
地域包括支援センターにお申し
込みください。また、お弁当（千
円程度）を注文される場合は、
併せてお申し込みください。

ケアメンの会家族介護教室介護予防カレッジ

北部健康いきいき応援センター
（２２）５１０１･･･ 今津保健センター
（２２）０１9３･･･ 地域包括支援センター

南部健康いきいき応援センター
（３２）４４１３･･･ 安曇川保健センター
（３２）２５２０･･･ 地域包括支援センター

そ
の
指
輪
、

売
っ
て
く
だ
さ
い
な
〜

今
日
な
ら
、
高
〜
く

買
い
取
ら
せ
て

も
ら
い
ま
っ
せ
〜

　国民年金保険料の納付は、口座振替が利用
できます。
　口座振替は、保険料が自動的に引き落とさ
れるので金融機関などに行く手間が省け、納
め忘れもなくとても便利です。
　また、当月分の保険料を当月末に引き落と
すことで月々 50円割引される「早割制度」
や、現金納付より割引額が多い「６か月前納」
「１年前納」もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年
金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、
ご希望の金融機関または大津年金事務所（国
民年金課 077-521-1789）へお申し出く
ださい。

【事　例】
昨日、貴金属の買い取り業者
が突然自宅にやってきて、強
引に指輪を買い取って帰っ
た。返してもらえるだろうか。

※ただし、訪問購入では以下の商品と取引形態はクー
リング・オフができません。
▼商品
　・自動車（２輪のものを除く）
　・家電（携行が容易なものを除く）
　・家具
　・有価証券
　・本、ＣＤやＤＶＤ類、ゲームソフト類
▼取引形態
　・消費者自ら自宅で契約を結ぶことを請求した場合
　・いわゆる御用聞き取引の場合
　・いわゆる常連取引の場合
　・転居に伴う売却の場合

訪問購入のクーリング・オフ
（無条件契約解除）

　経済的な理由などで国民年金保険料を納め
ることが困難な場合、申請をして承認される
と、保険料の納付が免除される申請免除制度
があります。
　申請免除制度には、保険料の全額が免除さ
れる「全額免除」と、保険料の一部を納付し、
残りの保険料が免除される「一部納付」があ
ります。一部納付には、４分の１納付、半額
納付、４分の３納付の３種類があります。
　免除は、申請者本人・配偶者、世帯主の前
年の所得の審査を行い、一定額以下の場合に
承認されます。
　また、退職（失業）を理由とした特例免除
制度もあります。申請する年度または前年度
において退職（失業）の事実が確認できる場
合に対象となり、失業された方の所得を除外
して免除の審査を行います。
　30歳未満の方には「若年者納付猶予制度」
があります。申請者本人・配偶者の前年の所
得の審査を行い（世帯主の所得は審査の対象
外です。）一定額以下の場合であれば、保険
料の納付が猶予されます。
　保険料を納めないままにしておくと「もし
も」のときの障害基礎年金や遺族基礎年金を
受けられない場合があります。納めることが
困難な場合は、市役所保険年金課または最寄
りの支所窓口へご相談ください。

保険料を納めることが、経済的
に難しいときは

国民年金保険料の納付は、
口座振替がお得です

訪問購入も
クーリング・オフが
できます！

○平成 25年２月 21日から、訪問してきた業
者が買い取る「訪問購入」もクーリング・オ
フができるようになりました。
○売主（消費者）は、規定の契約書面を受け取っ
た日から８日以内なら書面により契約を解除
することができ、物品を取り戻せます。
○クーリング・オフ期間中、売主は物品の引渡
しを拒むことができます。

【ひとこと助言】
★買い取ってもらうつもりがなければ、
きっぱりと断りましょう。
★高齢者の被害が目立ちます。ご家族や周
囲の人も注意し高齢者を見守りましょう。

　 生活相談課　 （25）8125

　契約トラブルや消費生活に関してわか
らないこと困ったことなど、お気軽にご
相談ください。

消費者被害防止キャンペーン実施中！
５月は消費者月間です

　 保険年金課　 （25）8137

「よのなかを　きれいにしよう　リサイクル」林　穂の香（高島）



紙ごみ減量標語応募作品 182013. ５月号紙ごみ減量標語応募作品19 2013. ５月号 「リサイクル　しっかりとゴミを分別　くりかえし」林　茉侑（新旭） 「紙ごみを　仕分けてみんな　エコライフ」林　希帆（高島）

ホームページ
■ 6月掲載分締切　5月 10日（金）
■掲載料　１か月 10,000 円

「高島みてねっと！
 ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示が付きます！

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌
■７月号締切　５月 27日（月）
■掲載料　10,000 円 / １枠（28ｍｍ× 85mm）

70
年　

さ
さ
え
て
く
れ
た　

太
い
足

戸
を
開
け
り
ゃ　

野
良
猫
と
び
く
る　

雪
の
朝

寒
い
と
て　

春は
る

嵐あ
ら
し

聞
き
つ　

春
を
待
つ

乳は

腹ら

一
杯　

罪
な
き
寝
顔　
「
や
く
ら
」
中

夕
や
け
が　

雪
の
伊
吹
を　

赤
く
染

お
義か

母あ

さ
ん　

お
姑か
あ
さ
ん
か
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お
母
さ
ん
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曲
り
行
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流
れ
る
ま
ま
の　

花
筏
い
か
だ

春
間
近　

心
浮
き
う
き　

恋
し
た
く

ダ
イ
エ
ッ
ト　

口
は
軽
い
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尻
重
い

つ
い
に
出
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手
抜
工
事
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つ
け
が
今

緑
濃
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水
面も

の
苗
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顔
を
出
し

木
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芽
吹
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生い
の
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覚
め
し　

大
自
然

久
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姉
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会
古
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寂
し
い
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寺
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い
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お
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と
な
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手
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合
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誕
生
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ま

が
く
れ
た
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花
好
き
に

亡
き
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可
愛
い
孫
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見
た
か
ろ
う

雪
解
け
の　

音
を
感
じ
て　

春
来
た
る

さ
あ
朝
だ　

今
日
も
元
気
に　

レ
ッ
ツ
ゴ
ー

毎
日
を　

定
時
放
送　

さ
わ
や
か
に

豆
ま
き
に　

年
を
取
っ
て
も　

福
わ
う
ち

耳
澄
ま
し　

春
の
訪
れ　

待
ち
ど
う
し
い

隣
り
か
ら　

寒
い
寒
い
と　

回
ら
ん
板

植
田
空　

燕
見
回
る　

村
祭
り

野
も
山
も　

緑
深
き
に　

目
を
癒
す

ポ
カ
ポ
カ
の　

春
の
日
差
し
を　

待
つ
私

言
の
葉
の　

滲に
じ

む
癒
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支
え
ら
れ

情
報
が　

あ
ふ
れ
あ
た
ふ
た　

踊
ら
さ
れ

は
る
ま
つ
り　

す
し
を
食
い
食
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ひ
と
り
ざ
け

エ
イ
っ
と
起
き　

ス
ッ
ピ
ン
隠
し
て　

朝
ウ
ォ
ー
ク

詐
欺
電
話　

息
子
オ
レ
と
は　

言
い
ま
せ
ん

穏
や
か
な　

暮
ら
し
に
も
ど
る　

春
日
和

春
ー
ヨ
来
い　

川
辺
り
散
歩
に　

口
す
さ
む

ま
わ
り
年　

子
供
の
幸
せ　

願
う
母

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

岸
田　
金
子
（
安
・
田
中
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

山
田　
　
薫
（
安
・
北
船
木
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

林　
　
吉
輝
（
新
・
深
溝
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
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節
子
（
安
・
西
万
木
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

池
田
よ
し
枝
（
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・
今
津
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久
米　
良
彦
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新
・
太
田
）

前
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た
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・
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森
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幸
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（
今
・
梅
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村
田　
ナ
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（
高
・
勝
野
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

平
井　
真
造
（
安
・
上
古
賀
）

上
田
幸
次
郎
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マ
・
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辺
み
さ
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藁
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川
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麻
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中
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徳
子
（
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・
桑
原
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奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

春
め
い
て　

下
校
の
学
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手
に
上
着

春
日
よ
り　

心
の
と
び
ら　

開
く
絆
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ち
ざ
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合
格
祈
願　

孫
の
為

雪
と
け
て　

待
っ
て
い
た
か
と　

梅
の
花

婆
た
ち
が　

集
い
て
か
し
ま
し　

ひ
な
祭
り

ひ
き
出
し
の　

奥
へ
小
声
で　

す
る
話
し

何
事
も　

若
い
者
に
わ　

か
て
ま
せ
ん

年
輪
を　

重
ね
る
度
に　

生
き
辞
典

夜
も
す
が
ら　

母
恋
い
鳴
く
や　

ホ
ト
ト
ギ
ス

初
節
句　

鯉
高
々
と　

五
月
晴
れ

孫
受
験　

お
地
蔵
さ
ん
に　

お
た
の
み
し

湖
周
路
に　

花
び
ら
舞
い
ち
る　

雪
柳

遠
き
地
で　

乳
飲
み
の
孫
に　

癒
さ
れ
し

歌
番
組　

戦
後
を
想
う　

年
と
な
り

冷
え
厳
し　

お
風
呂
上
が
り
て　

我
が
身
体

ち
ゃ
ん
呼
び
で　

幼
き
日
々
の　

甦
り

底
で
売
り　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が　

恨
め
し
い

も
う
少
し　

お
話
し
し
た
い　

お
ひ
な
さ
ま

姉
妹
で　

び
わ
こ
ホ
テ
ル
で　

一
泊
す
る

卯
月
の
空　

霧
立
昇
る　

伊
吹
山

目
前
の　

古
城
の
姿　

苔
む
し
て

青
蛙　

篠
つ
く
雨
に　

声
も
な
し

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

羽
生
結
弦
の　

舞
う
姿

と
り
あ
え
ず　

コ
ッ
プ
２
つ
の　

花
見
か
な

大
崎
の　

桜
百
選　

湖う
み

に
映
え

リ
ハ
友
の　

輝
く
笑
顔
に　

は
げ
ま
さ
れ

「
帰
ろ
う
か　

来
年
も
ま
た
よ
」　

湖
の
番

つ
が
い

花
だ
よ
り　

花
よ
り
だ
ん
ご　

味
く
ら
べ

お
浄
土
は　

人
よ
り
我
は　

後
が
い
い

老
い
た
れ
ば　

三
寒
四
温
が　

身
に
こ
た
え

気
は
若
い　

し
か
し
体
は　

つ
い
て
こ
ず

見
惚
れ
さ
す　

器
量
に
知
恵
が　

品
を
出
す

復
興
の　

遅
れ
を
悔
や
み　

三
回
忌

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
横
山
）

河
原
田　
平
（
今
・
岸
脇
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

石
田　
瑛
子
（
新
・
深
溝
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

上
田　
ナ
ツ
（
マ
・
浦
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

足
立　
朱
美
（
新
・
饗
庭
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

風
林　
み
津
（
高
・
勝
野
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

太
田　
和
美
（
マ
・
蛭
口
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

井
口　
み
よ
（
高
・
高
島
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

髙
橋　
久
一
（
新
・
藁
園
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または Eメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添えて投稿してください。作
品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　５月 27 日（月）必着（掲載は７月号）
★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

みんなで
みんなでつくるみんなのページ

５kg 400円

１
袋…

２
袋…

と

ご
み
の
量
が
増
え

て
い
く
た
び
に
、

皆
さ
ん
の
大
切
な

税
金
を
ご
み
の
処

理
費
に
使
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
！

な・な・なんと 13 億５千万円も
かかっているんです !!（平成 23 年度）
燃やせるごみの袋に換算すると、
１袋処理するのに、約 400 円か
かっています！

市
内
か
ら
出
る

い
ろ
ん
な
ご
み
、

処
理
す
る
の
に
、

ど
れ
ぐ
ら
い
の
お
金
が

か
か
っ
て
い
る
か

ご
存
知
で
す
か
？

税金を大切に使うためにも、
燃やせるごみと資源ごみを
きっちり分けて、ごみの量
が減るようにご協力お願い
します！

資源ごみ集団回収、始めませんか？
お住まいの区・自治会で

集団回収を区・自治会で実施すると
『お得』なことが盛りだくさん !!

ごみを遠くまで出しに行かなくてよ
くなります。

ごみ出しがラクになる

販売収入が得られる
収集した資源ごみの販売額が区・自
治会に入ります。

処理経費が削減できる
皆さんが積極的に集団回収を実施し
ていただくと、高島市のごみ処理に
かかる経費削減につながります。

集団回収の進め方
【市内収集業者】
　㈲アルミック徳原
　　新旭町新庄 1395
　　 (25)5300
　黒田紙業㈱
　　マキノ町中庄 1254-2
　　 (27)8027
　㈱紙仁金物
　　高島市勝野 1410
　　 (36)1102
　㈲クリエイト・マエダ
　　安曇川町上小川 59-2
　　 (32)3303
　朽木クリーン
　　朽木市場 5852
　　 (38)2008
　㈲岡本商店
　　マキノ町辻 16
　　 (27)0961
※上記業者は記載希望のあっ
た業者です。その他業者でも
差し支えありません。

区・自治会で集団回収実施
に向けてご検討いただき、
取り組まれる場合は、収集
業者と収集日や買取金額等
について協議し、契約を
行ってください。

① 収 集 業 者 と 契 約

区・自治会の口座へ収集業
者より資源ごみの引き取り
金額が振り込まれます。

③ 入 　 金

収集について区・自治会の
皆さんへ周知を行い、集団
回収を実施してください。
また、市の回収が不要にな
るので、ごみ減量推進室（
２５‒８１２３）へご報告
ください。

② 集 団 回 収 を 実 施

（収集業者との契約によります）

（地域によります）

ごみ減量推進室
　 （25）8123

２会場で約４トン回収
　紙ごみ・燃えないごみＢ類・有害ごみ・飲食用カン・飲食用ビン・
ペットボトルを回収対象としたリサイクル広場を、３月 17日（日）
に安曇川地域と今津地域で開催しました。たくさんの方々にご来場
いただき、誠にありがとうございました。次回は、７月の予定です。

第２回リサイクル広場

ごみの種類 安曇川会場 今津会場
紙ごみ 2,090 460
燃えないごみ B類 400 180
有害ごみ 120 30
カン類 48 10
ビン類 430 60
ペットボトル 20 10

合　計 3,108 750

（単位：ｋｇ）
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平成 24年度
救急法講習会の様子

　
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
市

の
人
権
施
策
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
言

を
い
た
だ
く
人
権
施
策
審
議
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
２
人
以
内

▼
応
募
資
格

　
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
、
満
18
歳
以

上
で
高
島
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は

市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方

▼
委
員
任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

▼
応
募
締
切　
５
月
24
日
（
金
）
必
着

▼
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で

人
権
施
策
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
案
内
・
応
募
用
紙
は
各
支
所
ま
た

は
人
権
施
策
課
で
配
布
の
ほ
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
年
齢
、
性

別
、
ご
提
言
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て

委
員
を
選
考
し
、
そ
の
結
果
を
ご
本
人
に

　
「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」
で
は
、

海
津
大
崎
の
桜
並
木
を
守
り
、
美
し
い
景

観
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
保
全

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
５
月
12
日
（
日
）
…

　
　
　
　
　
　
並
木
沿
い
の
草
刈
作
業

　
　
　
　
５
月
26
日
（
日
）
…

　
　
　
　
　
　
施
肥
、
コ
ケ
取
り
等
保

　
　
　
　
　
　
全
作
業

　
　
　
　
９
時
か
ら
２
時
間
程
度

▼
場
所　
旦
過
園
地
集
合

　
　
　
（
マ
キ
ノ
町
海
津
大
崎
並
木
口
）

※
７
時
に
雨
・
風
・
雷
注
意
報
が
発
令
さ

れ
て
い
る
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

「
美
し
い
マ
キ
ノ
・
桜
守
の
会
」

　
　
　
代
表
事
務
局　
マ
キ
ノ
支
所

　
（
２
７
）
１
１
２
１

　
心
の
健
康
や
病
気
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
学
び
、
心
の
病
気
を
持
つ
方
へ
の
関

わ
り
方
な
ど
の
理
解
を
深
め
、
心
の
病
気

が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

を
一
緒
に
作
っ
て
い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
す
る
全
６
回
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　

第
１
回　
５
月
20
日（
月
）14
時
～
16
時

第
２
回　
６
月
3
日（
月
）14
時
～
16
時

第
３
回　
６
月
17
日（
月
）14
時
～
16
時

（
第
４
回
以
降
は
調
整
中
）

※
施
設
見
学
が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
対
象　
高
島
市
在
住
の
方
で
、受
講
後
、

精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
で
き
る
方
。

▼
定
員　
20
人

▼
参
加
費　
無
料
（
施
設
見
学
時
、
現
地

ま
で
の
交
通
費
等
は
、
受
講
生
の
負
担
）

▼
申
込
締
切　
５
月
10
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　
電
話

障
が
い
福
祉
課

　
（
２
５
）
８
５
１
６

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
応
募
用
紙
は
お
返
し

し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

人
権
施
策
課

　
（
２
５
）
８
５
２
４

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
東
日
本
大
震
災
を

は
じ
め
、
世
界
各
地
で
発
生
し
た
災
害
に

対
し
て
迅
速
な
支
援
活
動
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
血
液
事
業
や
救
急
救
命
講
習
な

ど
の
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
の
活

動
資
金
と
な
る
の
が
社
資
で
す
。
ぜ
ひ
事

業
に
賛
同
い
た
だ
き
社
資
募
集
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
義
援
金
の
募
集
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
）

社
会
福
祉
課

　
（
２
５
）
８
１
２
０

　
　
　
　
　
　
市
営
住
宅

▼
募
集
期
間

　
○
定
期
募
集
の
住
宅

　
　
・
５
月
７
日（
火
）～
５
月
17
日（
金
）

　
○
随
時
募
集
の
住
宅

　
　
・
随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

　
　
　
い
ま
す
。

▼
申
込
資
格（
１
～
５
全
て
該
当
す
る
方
）

　
１
．
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

　
　
　
る
方

　
２
．
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

　
３
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
の
収
入

　
　
　
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下
の
方

　
４
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

　
５
．
そ
の
他
、
市
の
基
準
を
満
た
す
方

　
　
中
堅
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅

▼
募
集
期
間　

　
○
定
期
募
集
の
住
宅

　
　
・
５
月
７
日（
火
）～
５
月
17
日（
金
）

　
○
随
時
募
集
の
住
宅　

　
　
・
随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

　
　
　
い
ま
す
。

▼
申
込
資
格（
１
～
３
全
て
該
当
す
る
方
）

　
１
．
同
居
す
る
親
族
の
い
る
方

　
２
．
入
居
予
定
者
全
員
の
合
計
所
得
が

　
　
　
一
定
額
以
上
の
方

　
　
　
（
年
齢
に
よ
っ
て
必
要
金
額
が
異

　
　
　
な
り
ま
す
。）

　
８
月
15
日
（
木
）
に
日
本
武
道
館
で
開

催
予
定
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
さ

れ
る
ご
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
対
象
者

　
戦
没
者
（
原
爆
、
一
般
戦
災
死
没
者
を

含
む
）
の
原
則
と
し
て
配
偶
者
、
子
、
父

母
、
兄
弟
姉
妹
、
孫
（
原
則
１
柱
１
回
限

り
）
で
、８
月
14
日
（
水
）
～
15
日
（
木
）

の
１
泊
２
日
の
団
体
行
動
が
で
き
る
方

▼
募
集
人
数　
50
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

▼
参
加
費　
５
，
０
０
０
円
程
度

▼
募
集
期
間　
５
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
方
法　
は
が
き

　
①
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
戦
没
者
と
の
続
柄
、
電
話
番

号
、
②
戦
没
者
の
氏
名
、
本
籍
都
道
府
県

名
、
陸
・
海
軍
の
別
を
記
入
し
て
ご
郵
送

く
だ
さ
い
。

※
選
考
結
果
は
６
月
下
旬
を
目
処
に
応
募

者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

応
・

滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策
課

〒
５
２
０
ー
８
５
７
７

　
　
大
津
市
京
町
四
丁
目
１
ー
１

　

０
７
７
（
５
２
８
）
３
５
１
４

　
狂
犬
病
の
予
防
集
合
注
射
（
２
次
）
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
予
防
注
射

が
済
ん
で
お
ら
れ
な
い
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
※
①
日
程
、②
担
当
獣
医
師
（
敬
称
略
）

●
マ
キ
ノ
地
域

　
①
６
月
18
日
（
火
）　
12
か
所

　
②
上
野
喜
美
代
（
あ
さ
ひ
動
物
病
院
）

●
今
津
地
域

　
①
６
月
19
日
（
水
）　
13
か
所

　
②
河
南
明
孝
（
あ
ど
動
物
病
院
）

●
安
曇
川
地
域

　
①
６
月
20
日
（
木
）　
12
か
所

　
②
長
宗
多
加
江（
と
き
わ
の
森
動
物
病
院
）

●
新
旭
地
域

　
①
６
月
21
日
（
金
）　
13
か
所

　
②
松
田
敏
廣
（
松
田
動
物
病
院
）

●
高
島
地
域

　
①
６
月
25
日
（
火
）　
13
か
所

　
②
上
野
喜
美
代
（
あ
さ
ひ
動
物
病
院
）

●
朽
木
地
域

　
①
６
月
26
日
（
水
）　
10
か
所

　
②
松
田
敏
廣
（
松
田
動
物
病
院
）

※
犬
の
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
注
射

が
済
ん
で
お
ら
れ
な
い
場
合
は
、
詳
し
い

日
程
を
送
付
し
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
高
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

環
境
政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。環

境
政
策
課
　
（
２
５
）
８
１
２
３

　
３
．
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

※
募
集
す
る
住
宅
は
、
５
月
２
日
（
木
）

に
市
役
所
、
各
支
所
の
掲
示
板
で
公
表
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
都
市
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

都
市
計
画
課
　
（
２
２
）
０
９
０
４

お
知
ら
せ

人
権
施
策
審
議
会
委
員

（
公
募
委
員
）
を
募
集
し
ま
す

５
月
は

「
赤
十
字
運
動
月
間
」で
す
！

海
津
大
崎
の
桜
並
木
保
全

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の

参
列
者
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
愛
犬
の
予
防
注
射
！

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ  

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送

さ
れ
る
「
に
っ
ぽ
ん
縦
断　

こ
こ
ろ
旅

２
０
１
３
」を
滋
賀
県
内
で
制
作
し
ま
す
。

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
に
あ
る
思
い
出
の
場
所

と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
締
切　
５
月
21
日
（
火
）

応
〒
１
５
０
ー
８
０
０
１

　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係　
　

　

０
３（
３
４
６
５
）１
３
２
７

　

http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

０
５
７
０（
０
６
６
）０
６
６

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
の
旅
」

エ
ピ
ソ
ー
ド
大
募
集
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障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た
、
ち
ら

し
寿
司
・
茶
碗
蒸
し
・
す
ま
し
汁
な
ど
を

作
る
料
理
教
室
で
す
。

▼
日
時　
５
月
18
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
９
時
30
分
～
14
時

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
対
象
者　
市
内
在
住
で
障
害
者
手
帳
を

　
　
　
　
　
お
持
ち
の
方
（
定
員
15
人
）

▼
持
ち
物　
タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

　
　
　
　
　
巾
・
マ
ス
ク

▼
参
加
費　
３
０
０
円

▼
申
込
締
切　
５
月
10
日
（
金
）

▼
申
込
方
法　
電
話

湖
西
総
合
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
ほ
ろ
ん

　
（
２
２
）
４
０
４
１

　
高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
高
島
の
自
然
に
触

れ
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
楽
し
く

歩
き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　
６
月
９
日
（
日
）

　
　
　
８
時
30
分
受
付
、
９
時
ス
タ
ー
ト

▼
集
合
場
所　
今
津
町
南
沼
地
先
市
有
地

▼
対
象　
小
学
生
以
上
の
高
島
市
民

▼
参
加
料　
１
０
０
円
（
保
険
料
）

　
　
　
　
　
※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

▼
持
ち
物
等

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
、

　
　
　
履
き
な
れ
た
靴
、お
茶
、タ
オ
ル
、

　
　
　
各
自
必
要
な
物

▼
参
加
方
法

・
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
現
地
に
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

・
天
候
等
に
よ
る
実
施
の
有
無
は
、
現
地

で
判
断
し
ま
す
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
（
３
２
）
４
４
５
９

　
各
種
目
や
全
校
参
加
の
「
全
校
踊
り
」

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
力
一
杯
取
り
組
み

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
日
時　
５
月
25
日
（
土
）
９
時
50
分
～

▼
場
所　
新
旭
養
護
学
校

　
　
　
　
　
運
動
場
お
よ
び
体
育
館

※
雨
天
の
場
合
、
体
育
館
で
実
施
し
ま
す

新
旭
養
護
学
校

　
（
２
５
）
６
８
１
０

　
森
の
中
の
水
辺
や
水
中
に
は
ど
ん
な
昆

虫
が
い
る
の
か
な
？

　
水
生
昆
虫
の
名
前
や
生
態
を
楽
し
く
観

察
し
よ
う
！

　
午
後
は
、
水
生
昆
虫
の
た
め
の
水
辺
の

森
林
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
５
月
11
日
（
土
）
10
時
～
15
時

※
午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の
参
加
も
可

▼
場
所　
森
林
公
園
く
つ
き
の
森

▼
定
員　
30
人
程
度

▼
講
師　
上
西　
実
さ
ん

　
　
　
　
（
龍
谷
大
学　
非
常
勤
講
師
）

▼
参
加
費　

水
生
昆
虫
観
察　
大
人
１
，
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も　
５
０
０
円

（
自
然
環
境
維
持
管
理
費
・
保
険
代
含
む
）

森
林
整
備
体
験　
無
料

▼
申
込
締
切　
５
月
９
日
（
木
）

▼
申
込
方
法　
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（「
森
林
公
園
く
つ
き
の
森
」
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
）

森
林
公
園
「
く
つ
き
の
森
」
内

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
麻
生
里
山
セ
ン
タ
ー

　
（
３
８
）
８
０
９
９

　

 （
３
８
）
８
０
１
２

　

asosatoyam
a@
zb.ztv.ne.jp

　
母
親
大
会
は
、「
集
ま
れ
ば
元
気
、
話

し
合
え
ば
勇
気
」が
出
る
集
い
で
す
。「
生

命
を
生
み
出
す
母
親
は
生
命
を
育
て
生
命

を
守
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
」
を
テ
ー
マ

に
子
育
て
、
環
境
、
平
和
に
つ
い
て
学
ん

だ
り
体
験
で
き
る
広
場
で
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
９
日
（
日
）
10
時
～
16
時

▼
場
所　
長
浜
小
学
校
（
長
浜
市
）

▼
内
容

　
・
分
科
会

　
・
記
念
講
演

　
　
「
い
の
ち
の
営
み
を
見
つ
め
る

　
　
ー
反
原
発
の
島
を
撮
り
続
け
て
ー
」

　
　
講
師　
纐は

な
纈ぶ

さ
あ
や
さ
ん（
映
画
監
督
）

▼
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
大
会
協
力
券
）

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
は
無
料

▼
申
込
方
法　
当
日
受
付
可

★
当
日
、
８
時
に
新
旭
公
民
館
か
ら
送
迎

用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
、
ご
利

用
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

第
59
回
滋
賀
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会

　

高
島
担
当
（
多
胡
）

　

０
９
０
（
９
２
７
５
）
３
８
４
４　

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
選
手
た

ち
が
、夏
の
間
の
体
力
維
持・強
化
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
行
な
う
「
ス
キ
ー
ウ
ォ
ー

ク
」
を
、
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
単
な
歩
行

運
動
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
が
「
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」。
誰
で
も
で

き
る
運
動
と
し
て
広
ま
り
、
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
公
認
指
導
員
か
ら
、
効

果
の
高
い
正
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
仕
方

を
学
び
ま
す
。
あ
な
た
も
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
時　
５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
～
11
時
30
分

▼
場
所　
高
島
Ｂ
＆
Ｇ
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
（
講
習
後
、
周
辺
を
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
　
　

  

グ
し
ま
す
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
屋
根
付
多
目
的
広
場

▼
対
象　
３
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

　
　
　
　
可
能
な
方

▼
受
講
料　
５
０
０
円
（
保
険
代
等
）

▼
定
員　
40
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　
高
島
公
民
館
窓
口
、
電
話

※
当
日
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
ポ
ー
ル
は
準
備
し
ま
す
）

・

高
島
地
域
体
育
振
興
会
・

　
　
　
高
島
公
民
館

　
（
３
６
）
０
２
１
９　

　
魂
が
号
泣
す
る
感
動
の
映
画
「
う
ま
れ

る
」
を
高
島
で
上
映
し
ま
す
。
自
分
た
ち

が
産
ま
れ
て
き
た
意
味
や
家
族
の
絆
、
命

の
大
切
さ
、
人
と
の
繋
が
り
、
そ
し
て
、

“
生
き
る
”
こ
と
を
考
え
る
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
す
。

　
当
日
は
サ
ブ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
や
、
親
子
・
家
族
の

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。

▼
日
時　
５
月
19
日
（
日
）　　
　
　
　

　
　
　
　
10
時
～
18
時
30
分（
上
映
３
回
）

▼
場
所　
安
曇
川
公
民
館

▼
チ
ケ
ッ
ト
代

　
・
大　
　
人　
　
　
　
　
　
８
０
０
円

　
・
ペ
ア
ー
券　
　
　
　
１
，
５
０
０
円

　
・
小
・
中
学
生　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
・
親
子
チ
ケ
ッ
ト
券　
１
，
０
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
期
間

　
　
５
月
１
日
（
水
）　
～ 

13
日
（
月
）

　
※
12
日 

と 

13
日
は
10
時
～
12
時

▼
販
売
先　
安
曇
川
公
民
館
窓
口

安
曇
川
公
民
館

　
（
３
２
）
０
０
０
３

（
主
催
）
高
島
で
「
う
ま
れ
る
」
を
上
映

　
　
　
　
す
る
実
行
委
員
会

（
共
催
）
安
曇
川
公
民
館

催　
し

湖
岸
で
地
域
を
結
ぶ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講
習
会

映
画
「
う
ま
れ
る
」
上
映
会

＆
ハ
ピ
Ｆ
ａ
ｍ
フ
ェ
ス
タ

新
旭
養
護
学
校
運
動
会

高
島
市
美
術
協
会
公
開
講
座

（
写
真
の
部
）

▼
日
時
　
６
月
９
日（
日
）、
16
日（
日
）、

　
　
　
　
７
月
７
日（
日
）、
21
日（
日
）

　
　
　
　
い
ず
れ
も
10
時
～
12
時

▼
場
所　
新
旭
公
民
館

▼
講
師　
永
繁　
昭
さ
ん（
美
術
協
会
会
員
）

▼
受
講
料　
１
，
０
０
０
円

　
　
　
※
実
習
材
料
費
は
受
講
者
負
担

▼
応
募
資
格

　
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

　
る
高
校
生
以
上
で
写
真
の
愛
好
者

▼
定
員　
20
人

▼
申
込
締
切　
５
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
込
方
法　
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
①
講
座
名
、
②
氏
名
、
③
住
所
、

　
④
年
齢
、
⑤
電
話
、
⑥
性
別　
を
ご
記

　
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

藤
樹
の
里
文
化
芸
術
会
館

　
　
　
公
開
講
座
係

　
　
　
〒
５
２
０
ー
１
２
２
４

　
　
　
　
安
曇
川
町
上
小
川
１
０
６

　
（
３
２
）
２
４
６
１

　

（
３
２
）
２
４
６
０

第
59
回  

滋
賀
県
母
親
大
会

く
つ
き
の
森
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
＋
α

～
水
生
昆
虫
観
察
＆
森
林
整
備
体
験
～

障
が
い
者
の
た
め
の

　
　
　
　
料
理
教
室
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相　談（秘密厳守・相談無料）

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（　３２－２４６１）までお寄せください。
締め切りは毎月2５日です。

相　談 日　時 場　所 内　容

女性のための
悩み相談室

市民活動支援課
　 （25）8526

５月
１日・15日・29日（水）
11日・25日（土）
　13時 30分
　～ 16時 30分
※相談時間一人50分以内

働く女性の家
※ 15日は
高島公民館

 「こんなこと、相談するほどのことでもないのかな…」
どんな悩みでも気軽にご相談ください。市外からフェ
ミニストカウンセラーを迎え、あなたにあった解決策
を一緒に探します。
▼申込方法　事前にご予約ください。（定員各３人）
　　　　　　予約専用電話番号（２２）４０５２

特設人権なんでも
相談所
人権施策課

　 （25）8524

５月８日（水）
13時 30分～ 16時

市役所
１階福祉相談室

　毎日の生活の中で、差別やいじめなど、人権に関わ
る問題で悩んでいませんか？　ひとりで悩まずに人権
擁護委員にご相談ください。

成年後見制度
無料相談会
㈳コスモス成年

後見サポートセンター
滋賀県支部
　 （25）2828

５月 16日（木）
13時 30分～ 16時

今津東
コミュニティ
センター

　成年後見制度の利用を考えたい、遺言のメリットを
知りたい、相続の仕組みを知りたい、といった相談を
お受けします。お気軽にご相談ください。
▼申込方法　電話、ファックス
　　　　　　 （２５）２８２８　 （２５）５６２１

地区別行政相談所
生活相談課

　 （25）8125

５月 17日（金）
　13時～ 16時
（受付）13時～ 15時

安曇川公民館
２階会議室

　国・県・市などの行政に関わる相談を、行政相談員
がお受けし、問題解決に向けて関係行政機関につなげ
ます。

一日年金相談所

保険年金課
　 （25）8137

５月 23日（木）
　10時～ 16時 今津支所

▼申込方法　次の電話番号まで事前にご予約ください。
　大津年金事務所 　 ０７７（５２１）１４８９　
　　　　平日８時 30分～ 17時
※この電話では予約以外のご用件はお受けできません。
※定員になり次第、締め切ります。

開催日 イベント名 開催場所 内　容 問い合わせ

５月 11日（土）
　～ 12日（日）

第 21回
びわ湖長浜ツーデー
マーチ

長浜市・彦根市
・米原市一帯

滋賀県内最大のウォーキングイ
ベント。湖北の素晴らしい自然
や景色を楽しみながら、ゆっく
り歩いてみたい方におすすめ。
▼参加費　一　般　　2,000 円
　　　　　中学生以下　800円

びわ湖長浜ツーデー
マーチ実行委員会事務局
0749-64-5151

５月 18日（土）
　～ 19日（日）

第 22回
若狭・三方五湖
ツーデーマーチ

若狭町三方
グラウンド

新緑の季節、「三方五湖」や「名
水百選の「瓜割の滝」、「熊川宿」
をわたる風を感じ、自然に親し
みながら歩いてみませんか。
▼参加費　一　般　　2,000 円
　　　　　高校生以下1,000 円

若狭・三方五湖
ツーデーマーチ
実行委員会
0770-45-9118

５月 19日（日） 醒井養鱒場
　新緑ます祭り

醒井養鱒場
（米原市）

ビワマスを使った料理の販売や
試食、釣り体験、水産試験場の
研究発表などが行われます。

醒井養鱒場
0749-54-0301

６月１日（土）
　～２日（日）

道の駅うみんぴあ大飯
オープニングイベント

道の駅
うみんぴあ大飯

オープンを記念したイベント。
おおい町の魅力を堪能しません
か。

（株）おおい
 0770-77-2811

　福滋県境交流促進協議会は、滋賀県と福井県の９市町（高島市、長浜市、米原市、敦賀市、小浜市、美
浜町、若狭町、高浜町、おおい町）で構成された団体です。県境を越えて交流を深め、協力していくこと
で、それぞれの魅力あるまちづくりに役立てていくことを目的としています。

福滋県境交流促進協議会事務局（福井県敦賀市政策推進課内）　 ０７７０（22）8111

ベ ン ト 情 報イ
　～福滋県境交流促進協議会から～

湖西地域の文化情報

全席自由

第 18 回 びわ湖国際フルー
トコンクール　～本選～

ガリバーホール　 （36）0219

ガリバーホール

10 時 30 分～

13 時～

５月２日から５日まで行われる厳正なる
予選審査（入場無料）を勝ち抜いたファ
イナリストたちが最高の演奏を聴かせて
くれます。今年の栄冠は…誰の手に？

前　売 　１,０００円

●ジュニア部門

●一般部門

（当日２００円増）

５/６月

藤樹の里文化芸術会館
　新旭鼓西太鼓演奏会
～ありがとう 10 周年
　　波動・鼓動・躍動～

藤樹の里 文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館

13 時 30 分 開演

全席自由
一　律 　１００円

高島市文化の支援事業

5/19日

９時～ 16 時 30 分

●コーナー展示

●常設展示

入館
無料

月・火・祝日  休
※５/ ５は開館

高島歴史民俗資料館

高島の歴史と風土に出会える
　・継体王朝と古代高島
　・大溝城と大溝藩

埴輪とは

高島歴史民俗資料館　 （36）1553

コーナー展示

～ 31金
5/15水

マキノ資料館　 （27）1484

マキノ資料館 マキノの生活文化を伝える
　山村・農村・港街の生活文化を紹介

９時～ 16 時 30 分
常設展示

入館
無料

月・火・祝日  休
※５/ ５は開館

朽木資料館

朽木資料館　 （38）2339

朽木の歴史にふれる
　朽木陣屋と木地師の紹介

９時～ 16 時 30 分
常設展示

※国名勝　「朽木池の沢庭園」関連展示
入館
無料

月・火・祝日  休
※５/ ５は開館

藤樹の里文化芸術会館
朗読劇団ムサシ公演・朗読劇

「幻の大学者　吉備真備」

藤樹の里文化芸術会館

14 時 開演

全席自由
一　律 　５００円

高島市文化の支援事業

5/26日

藤樹の里 文化芸術会館　 （32）2461

藤樹の里文化芸術会館
　テレビドラマで活躍中の真野響子と眞
野あずさによる、姉妹で初の二人芝居。
今、全国で注目の大人気公演が高島市に
やってくる！

真野響子×眞野あずさ
二人芝居「完全姉妹」

藤樹の里文化芸術会館

19 時 開演

全席指定
一　般 　２,５００円
25 歳以下
（当日５００円増）

　２,０００円

滋賀県アートコラボレーション事業

5/28火

藤樹の里 文化芸術会館　 （32）2461

全席自由

ブラック・ボトム・ブラス・バンド
ライヴ in たかしま

ガリバーホール　 （36）0219

ガリバーホール

14 時 開演

公共ホール音楽活性化支援事業

　日本で唯一のニューオリンズスタイル
のブラスバンドが、高島市にやってく
る！　６月７日～８日には、今津北小学
校、本庄小学校、市内中学校吹奏楽部、
市内高校吹奏楽部を対象に計４回のアク
ティビティ（音楽の授業）を実施します。
　高島市の子どもたちとの出逢いを大切
に、思いを込めて演奏します。

《助成》
　（財）地域創造

《制作協力》
　（社）日本クラシ
　ック音楽事業協会

一　般

小学生以下
★未就学児も入場
　できます

中学生・高校生

　２,０００円

無料
　５００円

（当日５００円増）

６/９日

5/1水～31金
「保木豊太郎＆美知
   夫婦書展」

10 時～ 22 時 ※最終日　16 時まで

ギャラリー Cafe Cozy

鑑 賞 無 料火・休 今津町舟橋 2ー8ー10　 （22）1414 鑑 賞 無 料
10 時～ 17 時 30 分

「籐と刺繍　
　湯浅祥子と山田千惠子」

ギャラリー 藤乃井

安曇川町田中 426　 （32）0150

5/17金～23木

242013. ５月号
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公民館教室・講座
　   受講生募集

　高島市の各公民館で開催する平成 25年度の教室・講座
の受講生を募集します。食や地域学習など生活に関連した
講座も開設します。ふるってご応募ください。講座や教室
の内容など詳しくは各公民館までお問い合わせください。

平成

年度
25

・複数の教室に申し込みできますが、各教室とも９人以下
　の場合は開催できませんのでご了承ください。
・お申し込みの対象は、市内に在住・在勤・在学の方です。
・材料代・テキスト代等は別途自己負担となります。
・定員を超えた場合は、受講歴の浅い方を優先する場合があります。

教室
地域 № 教　　　　室　　　　名 活　　　動　　　紹　　　介

 マ

キ

ノ

１

気楽で楽しい料理教室 活動日 ６･７・９･10・11月　第２金曜日(5回） 時間 ９:00 ～ 12:30

　和食のプロから、家庭料理の基礎を教えてもら
います。料理の得意な方も、今まであまりしてこ
なかった方も、楽しく学べる教室です。料理を作
った後の会食も楽しいですよ。

場 所 マキノ公民館
（マキノ土に学ぶ里研修センター） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 20 人

２

陶芸教室 活動日 ６～ 10月　金曜日（10回） 時間 13:30～16:30

　陶土の感触を楽しみながら形にしていく・・・
ゆったりと心が落ち着く時間です。形を作るとこ
ろから、釉薬（ゆうやく）をつけて焼き上げるまで、
自分好みの器を作る楽しさが味わえます。

場 所 マキノ公民館
（マキノ土に学ぶ里研修センター） 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 15 人

３

木工教室　　 活動日 ６～ 10月　木曜日（10回） 時間 13:30～16:30

　手作り家具に挑戦します。初心者歓迎！ 初歩か
ら丁寧に教えていただきます。手作りの本棚、書
箱など、世界にたった一つの木工作品を作ります。

場 所 マキノ公民館
（マキノ土に学ぶ里研修センター） 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 15 人

４

米粉クッキング教室 活動日 ６･７･９･10･11 月　水曜日（５回） 時間 ９:30 ～ 12:00

　米粉を使ったパンが中心の料理教室です。
　いつもは小麦を使う料理も米粉で作ると、ひと
味ちがった料理になります。小麦アレルギーの方
も、これなら大丈夫です。　

場 所 マキノ公民館
（マキノ土に学ぶ里研修センター） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

５

デジカメ教室 活動日 ６～ 11月　水曜日中心（５回） 時間 ９:00 ～
※半日、１日の日があります

　写真を趣味にしておられる方が増えてきまし
た。自分流もいいですが、講師の先生に秘訣を教
えてもらうと一味違った作品になることでしょ
う。おでかけ撮影会も楽しいですよ。

場 所 マキノ公民館
（マキノ土に学ぶ里研修センター） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 20 人

６

大人の書道教室 活動日 ６～ 11月　火曜日（５回） 時間 13:30～16:30

　毛筆でうまく字を書きたいなあ・・・と思って
いる方、ぜひご参加ください。実用習字から、ち
ょっと芸術的な習字まで、先生に楽しく教えてい
ただく教室です。

場 所 マキノ公民館
（マキノ土に学ぶ里研修センター） 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 20 人

今

津
７

たかしまの自然観察会 活動日 ６/６、７/５、９/11、10/22、
11/14（５回） 時間 ８:45 ～ 12:30

　季節によって姿を表すさまざまな動植物を観察
します。高島の自然再発見の旅に出かけません
か？

場 所 市内各地 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 22 人

地域 № 教　　　　室　　　　名 活　　　動　　　紹　　　介

今
　
　
　
津

８

手づくりパン教室 活動日 ６/26、７/31、８/28、９/25、
10/30、11/27（６回） 時間 ９:30 ～ 13:00

　パン作りの基礎を学んでいただく初心者の方を
対象としたパン作り入門教室です。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 15 人

９

絵本を人生の友達に 活動日 ６/８、７/13、９/28、10/26、11/９、
12/ ７（６回） 時間 ９:30 ～ 12:00

　絵本は、子ども時代・子育て時代・熟年時代の
心育てに深く関わることができます。より豊かな
出会いを求めて、その魅力を学びます。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 20 人

10

親子お菓子づくり教室 活動日 ６/29、７/27、８/17、10/ ５、
11/30、12/21（６回） 時間 ９:30 ～ 12:00

　絵本を目と耳で楽しんでお菓子を舌で味わう教
室です。親と子が協力して絵本に出てくるお菓子
を実際に作ります。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 親子（子どもは
６歳以上）

年会費 １，５００円 定員 親子５組

 朽
　
　
　
木

11

ふるさと伝承料理教室 活動日 ９～２月の木曜日（５回） 時間 ９:30 ～ 13:00

　巡り来る季節やしきたりの中で伝承されてきた
先人の知恵と工夫を重ねた、郷土に伝わる料理に
ついて実習します。

場 所 朽木保健センター 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

12

草木染め体験教室 活動日 ８～ 11月の土曜日（４回） 時間 ９:00 ～ 15:00

　草木染めは、身近な自然の素材を布に取り込ん
だ日本の伝統染織の一つです。朽木の山野にある
草木で「染」を体験し、自然の力を感じ、ものづ
くりの楽しさを味わいます。

場 所 道の駅くつき新本陣（中庭）ほか 対象 18 歳以上

年会費 １，０００円 定員 15 人

安
　
曇
　
川

13

木彫り教室　　 活動日 ６～ 12月　第２・４月曜日（14回） 時間 13:30～15:30

　木版に彫刻刀で書や絵を彫り、インテリアとし
て、世界に一つしかない作品を作ってみましょう。

場 所 安曇川公民館 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 15 人

14

パソコン活用塾 活動日 ６～１月の第１・３金曜日（16回）
（月により変更あり） 時間 13:30～15:30

　パソコンを使う機会が急増しています。生きが
いと交流の場として学びませんか
（※インターネットはできません。）

場 所 安曇川公民館 対象 高齢者

年会費 ３，０００円 定員 40 人

15

リフォームソーイング教室 活動日 ６～１月　第２・４水曜日（16回） 時間 13:30～15:30

　着物や洋服のリフォームでエコを・・・。
　タンスに眠っている品物をあなたの手で蘇らせ
ましょう。

場 所 安曇川公民館 対象 成人

年会費 ３，０００円 定員 15 人

16

日本の古典ひもとき教室 活動日 ６～２月　第３水曜日（12回） 時間 13:30～15:30

　古典から歴史を知り、ゆかりの地を訪ね、学ぶ
意欲とロマンを求め併せて健康を維持しましょ
う。

場 所 安曇川公民館 対象 成人

年会費 ２，０００円 定員 20 人

17

親子なんでも探偵団 活動日 ７～ 11月　第３日曜日（５回） 時間 ９:30 ～ 12:30

　親子ペアでいろんなことを探検します。
何を探検するかワクワクお楽しみ！

場 所 安曇川公民館ほか 対象 小学生の親子

年会費 １，５００円 定員 15 組

高
　
島

18

簡単よし笛教室 活動日 ７～ 10月　第１・３日曜日（８回） 時間 13:30～17:00

　びわ湖群生のよしを加工して、素朴な楽器「よ
し笛」を作ります。

場 所 高島公民館 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 20 人
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キ リ ト リ

１ 今　津
公民館

昭和の身近な生活を記録する講座
開催日 6 月～ 11月

（10回）

時　間 ９:00 ～ 12:00
　時代の変化の中で消えゆく昭和の懐かしい風習を文
や絵で後世に残す講座です。
▼対象　18歳以上の方

場　所 今津公民館ほか
定　員 15 人

２ 今　津
公民館

自然農法チャレンジ講座
開催日 ６月～２月

（６回）

時　間 ９:00 ～
　滋賀県の在来大豆（ミズクグリ）を栽培し、収穫した
大豆で“味噌づくり”と”天然わら納豆づくり”に挑戦
します。

場　所 今津公民館ほか
定　員 15 人

３ 朽　木
公民館

もうひとつの朽木物語講座
開催日 ６月～ 10月

土曜日（４回）

時　間 10:00 ～ 11:30

　池の沢庭園…その時代を考える。
　丸山竜平氏と石田敏氏の講演と県内の古庭園鑑賞。
　（古庭園鑑賞は１日の日程になります。）

場　所 朽木公民館ほか

定　員 20 人

４ 安曇川
公民館

平成尋常高等笑学校
開催日

６月～２月
（８回）

※８月は休み

時　間 毎月第４木曜午後
　人生前向きで、元気に集い、笑いながら楽しく学びま
しょう。
▼対象　50歳以上の方

場　所 安曇川公民館ほか

定　員 30 人

５ 安曇川
公民館

女性の品格講座
開催日

６月～ 12月
（６回）

※８月は休み

時　間 毎月第２土曜午後
　茶道を始め、香道、華道、講和などを交えながら、女
性の品格をみがきましょう。
▼対象　40歳以下の方

場　所 安曇川公民館ほか

定　員 15 人

６ 安曇川
公民館

いきいき元気な生活講座
開催日

６月～ 12月
（６回）

※８月は休み

時　間 毎月第１木曜午後

　いつまでも生き生きと輝きながら、健康と交流を楽し
みましょう。

場　所 安曇川世代交流センターほか
定　員 30 人

７ 高　島
公民館

日本のおもてなし講座
開催日 ６月～１月

（６回）

時　間 未定
　日本には昔から、元旦、七五三、ひな祭りなど節目の
行事がたくさんあります。行事のしきたり、迎え方など
を楽しく学びましょう。

場　所 高島公民館
定　員 15 人

８ 新　旭
公民館

異文化にふれる講座（中国）
開催日 6 月～ 1月

土曜日（月１回）　

時　間 19:30 ～ 21:00

　中国の文化や中国語を学ぶ講座です。初心者にも楽し
く学んでいただけます。

場　所 新旭公民館
定　員 30 人

　公民館教室・講座申込書
教室・講座名 No                                                          教室 ・ 講座　

フリガナ 年　齢
（学年）ご氏名

ご住所
〒          ―

電話番号         

備　　考 申し込み教室の受講歴　（○をしてください）。　１　・　２　・　３　年目

【申　込　先】
マキノ公民館 （マキノ土に学ぶ里研修センター）
マキノ町蛭口260-1 ☎２７－１１３１ 月曜休館
今 津 公 民 館
今津町日置前149-1 ☎２２－２２４９ 月曜休館
朽 木 公 民 館
朽木市場 792 ☎３８－２３２４ 月曜休館
安曇川公民館
安曇川町田中 89 ☎３２－０００３ 火曜休館
高 島 公 民 館
勝野 670 ☎３６－０２１９ 月曜休館
新 旭 公 民 館
新旭町北畑 567 ☎２５－８１００ 火曜休館

★申込みに関する注意事項
・定員を超えた場合は各開催館で抽選とします。なお、受講決定者
には５月31日までにご案内します。

・お申し込みは各教室・講座ともやむをえない場合を除き、すべて
の課程を受講できる方とします。

・年会費は、第１回目の開催時に納めてください。
　（返金は行いません）
・ご記入いただいた個人情報は、公民館教室・講座受講に関するこ
と以外に使用しません。

講座
・複数の講座に申し込みできます。
・各講座とも９人以下の場合は開講できませんのでご了承ください。
・お申し込みの対象は市内に在住・在勤の一般成人の方です。
・受講料は１講座１，０００円で、材料やテキストなどが必要な場合は別
途自己負担となります。

　教室・講座を開催する公民館等へ、各自直接申込書を提出していただくか電話でお申し込みください。
　（ご本人ができない場合は家族も可）	
　なお、電話申込の場合は、必ず受付期間内に申込書を当該公民館等に提出してください。

●申込受付期間　５月８日（水）～17日（金）

申　込　方　法

※今回は６月から開催の講座のご案内です。

休館日を除く９時から 17時まで

地域 № 教　　　　室　　　　名 活　　　動　　　紹　　　介

高
　
　
島

19

健康太極拳教室 活動日 ６～９月　第１・３木曜日（８回） 時間 13:30～15:00

　美容と健康のために太極拳を始めませんか。ゆ
っくりとした動きで誰でもできますよ。

場 所 高島公民館 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 20 人

20

健康ヨガ教室 活動日 ６～９月　第２・４水曜日（８回） 時間 10:30～11:30

　年齢にかかわらず、体の硬い人でもだれでもで
きて、体や心の健康に効果の高いヨガを楽しく学
びましょう。

場 所 高島公民館 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 20 人

21

発酵食品を使った健康料理教室　　 活動日 11 ～１月　土曜日（６回） 時間 10:30～12:00

　麹（こうじ）などを使った体に良い料理を学び
ましょう。
（※申し込み受付は９月の予定です。）

場 所 高島公民館 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 20 人

新

旭

22

郷土史教室 活動日 ６月～　第３水曜日（７回） 時間 ８:30 ～ 16:30

　市内・県内の史跡・遺跡等を探訪します。
なごやかな雰囲気で楽しく活動します。

場 所 新旭公民館ほか 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 22 人

23

書道教室 活動日 ６月～　第１・３土曜日（17回） 時間 13:30～15:30

　書道とは、書くことで文字の美しさを表そうと
する表現芸術です。書の楽しさを味わってくださ
い。

場 所 新旭公民館 対象 小学生以上

年会費 ３，０００円 定員 25 人
※子ども15人まで

24

茶道教室 活動日 ６月～　第２・４日曜日（14回） 時間 ９:30 ～ 12:00

　日本古来のお点前の姿は、無駄のない美しい形
です。人前で恥ずかしくない所作が、自然と身に
つきます。初心者の方大歓迎です。

場 所 新旭公民館 対象 小学生以上

年会費 ２，０００円 定員 10 人

25

トールペイント教室 活動日 ６月～　第１・３日曜日（14回） 時間 13:30～15:30

　誰もが親しみやすく上手に描けます。いろいろ
な素材にアクリル絵具などで自由に絵を描いて、
世界でただ一つの作品を作ります。
（※幼児の親子参加できます。）

場 所 新旭公民館 対象 小学生以上

年会費 ２，０００円 定員 20 人

26

パッチワーク教室 活動日 ６月～　第１・３木曜日（14回） 時間 13:30～15:30

　種々の色・柄・形の小布をはぎ合わせて一つの
面を作る手芸は夢がいっぱい。つぎはぎ細工で自
分だけの作品を作ります。

場 所 新旭公民館 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 15 人

27

フラダンス教室 活動日 ６月～　第１・３月曜日（14回） 時間 19:30～21:00

　年齢を問わずに長く続けられるので、健康にも
ダイエットにも良いと注目の教室です。

場 所 新旭公民館 対象 18 歳以上

年会費 ２，０００円 定員 25 人



５月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

今 津 図 書 館
  （22）3827 休 休 話 休 話 休 休
安曇川図書館
  （32）4711 話 休 休 話 休 休
マキノ図書館
  （27）0350 休 休 休 休 話 休 休 休 休
朽木図書サロン
  （38）2324 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休
新 旭 図 書 室
  （25）2811 休 休 話 休 休 休 話 休 休 休 休 休 休
高 島 図 書 室
  （36）2160 休 休 休 休 話 休 休 休 休

話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。

本や調べものについてのお問い合わせも受けつけています。お気軽にご連絡ください。

▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。 開館日カレンダー

　
司書の

『キャップサイズのふわふわスイ－ツデコ』
こいずみきょうこ /著　（誠文堂新光社）

　ペットボトルキャップを
使って、かわいいケ－キを作
りましょう！　おかしの包み
紙やフェルト、リボン、ビー
ズで飾りつければ出来上が
り。いろんなケ－キを作って、
マグネットやストラップにし
てもいいね♪

　滋賀県の文化財の中から祈
りをテ－マに紹介。本書で理
解を深めてから訪れてみては
いかがでしょうか？
　地元の歴史に興味を持つ
きっかけになるのでは？

滋賀県児童図書研究会 /編　（サンライズ出版）

　滋賀県を舞台にしたおは
なしが 11話収められていま
す。この本は、滋賀の子ども
たちのやる気を刺激し、心の
やさしい、お年寄りや親・兄
弟・自然を大切にする豊かな
心を育んでもらえればと願っ
て作られた本です。

　行楽シ－ズン到来。たまに
は気分転換して、思いっきり
遊んじゃおう！　花を愛でる
のもよし、動物とふれあうの
もよし。さあ、今年はどこに
行く？

『湖国の祈りとそのかたち』
滋賀県教育委員会事務局文化財保護課 /編　（サンライズ出版）

『こどもとおでかけ 365 日』
（ぴあ）

今月のおすすめ 催し物のお知らせ ５月
新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『滋賀の子どものたからばこ』

　ペ－ジをめくる度そこには、日本
人が持っている「日本の原風景」が
広がっていました。
　初めて知る四季折々の風景にどこ
か懐かしく温かく、毎日の生活でギ
スギスしてしまった心が和らいでい

新旭図書室
○「児童書をよむ会」※要申込
【日時】25日（土）13時30分～15時
【課題図書】「足音がやってくる」
　　　　　マーガレット・マーヒー /作
　　　　　青木由紀子 /訳

今津図書館

○かけはし「金曜午後の朗読会」
【日時】10日（金）14時～15時

○エントランス展示「手織教室作品展」
【期間】１日（水）～31日（金）
（出展）杣野　清史さん

く感じがしました。そして、13歳の少年・桜大を通して、
自然や神様、人に対する「畏れ、敬う心、感謝の気持ち。」
や２年前の大震災をきっかけに改めて考えさせられるよ
うになった「人と人とのつながり」を大切にして生きて
いけと私たち現代人に語りかけている作品でもあると思
います。桜大の取り巻く環境にきっと思います。「純粋
で美しい物語」だと。（M・M)

『桜大の不思議の森』
香月日輪 /著（徳間書店）

Recommended  Bookイチオシ本

平成25年３月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前 年 人 口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ
川　田　海桜里 女 ３月６日 海　津
  今　　　津
鞍　口　太　一 男 ２月21日 深清水
鳥　居　　　柊 男 ２月27日 名小路
野　㟢　未　都 女 ２月27日 大　供
前　川　結　菜 女 ２月28日 弘　川
谷　本　　　凱 男 ３月４日 住　吉
小　野　優　星 男 ３月５日 浜　分
白　井　佳　奈 女 ３月11日 松陽台
アイダン　イルファン 男 ３月19日 桜　町

お誕生おめでとう！
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氏　名 性別 生年月日 ところ
  新　　　旭
吉　澤　美　緒 女 ２月23日 旭
上　原　百々華 女 ２月24日 安井川
松　本　萌　香 女 ２月25日 藁　園
葊　瀨　湊　大 男 ２月26日 旭
藤　本　勇　斗 男 ２月28日 深　溝
田　谷　珠希斗 男 ３月１日 旭
青　木　悠　真 男 ３月21日 北　畑
  安　曇　川
石　田　亜　璃 女 ３月１日 田　中
桒　原　陽　人 男 ３月１日 西万木

氏　名 性別 生年月日 ところ
講　殿　栞　那 女 ３月10日 上小川
青　石　悠　叶 男 ３月25日 中　央
  高　　　島
西　山　希　空 女 ２月26日 鴨
八　田　陽奈乃 女 ３月２日 高　島
木　津　渚海音 女 ３月12日 永　田
梅　村　碧　乙 男 ３月13日 城山台
  朽　　　木
本　村　陽菜乃 女 ３月５日 野　尻
内　田　栞ノ葉 女 ３月16日 岩　瀬

人

平成 25 年３月 31 日までの届出分（敬称略）
本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ
掲載しています。

５２，６４１人    （－249）
５３，０５４人（－662）

５２,３９２人

１９,９０７世帯

２５,５２２人
２６,８７０人

たかしま
　  の
人の動き

（出生）

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
赤　尾　さ　わ 女 90 海　津
杉　本　キヌエ 女 90 小荒路
前　川　彦　信 男 89 大　沼
三田村　吉　次 男 91 高木浜
山　川　一　枝 女 86 中　庄
山　口　靜　子 女 84 白　谷

  今　　　津
青　谷　之　男 男 85 日置前
井　花　三　郎 男 86 今　津
大　村　　　京 女 100 桂
　合　つ　ま 女 88 今　津
川　越　歌　子 女 89 南新保
北　坂　晋　藏 男 79 今　津
木　下　よ　し 女 86 酒　波
竹　田　よしゑ 女 76 福　岡
田　中　己代子 女 83 日置前
中　川　 ず江 女 92 大　供
中　村　ト　メ 女 83 浜　分
葊　田　みゆき 女 94 福　岡
葊　畑　ミチエ 女 87 藺　生

氏　名 性別 年齢 ところ
堀　井　ミツエ 女 82 桜　町
堀　井　ら　く 女 104 今　津
森　本　 代子 女 81 梅　原

  新　　　　旭
内　田　新　治 男 68 旭
海　東　 代志 男 70 針　江
鹿　野　貞　夫 男 86 太　田
清　水　義　男 男 85 安井川
竹　田　清　志 男 89 北　畑
田　中　茂　男 男 73 太　田
土　井　誠　賢 男 70 新　庄
長　谷　咲　歩 女 0 太　田
八　田　ト　キ 女 85 熊野本
福　田　靜　枝 女 83 針　江
松　本　末　子 女 88 新　庄

  安　曇　川
足　立　良　平 男 30 青　柳
井　上　正一郎 男 85 北船木
井　保　ふ　み 女 86 西万木
梅　村　き　よ 女 96 四津川
岡　島　か　よ 女 95 田　中

氏　名 性別 年齢 ところ
川　本　一　男 男 68 北船木
駒　井　力　藏 男 76 北船木
清　水　三津枝 女 84 中　野
杉　本　敏　子 女 82 青　柳
西　川　は　つ 女 92 田　中
馬　場　ミツ子 女 72 川　島
平　井　栄　恭 男 85 田　中
前　川　 　一 男 90 三尾里
安　永　　　滋 男 72 田　中
横　江　澄　男 男 82 田　中

  高　　　島
北　川　園　枝 女 83 鴨
澤　　　金　造 男 92 武曽横山
清　水　斐　子 女 92 鴨
中　川　健　至 男 79 鴨川平
万　木　　　覚 男 86 武曽横山

  朽　　　木
上　原　ひ　 女 97 大　野
水　谷　啓　一 男 88 麻　生
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う め む ら

お か じ ま

か わ も と

こ ま い

し み ず

す ぎ も と

に し か わ

ば ん ば

ひ ら い

ま え が わ

や す な が

よ こ え

き た が わ

さ わ

し み ず

な か が わ

ゆ る ぎ

う え は ら

み ず た に

き ぬ え

ひ こ の ぶ

き ち じ

か ず え

し ず こ

ゆ き お

さ ぶ ろ う

きょう

う た こ

し ん ぞ う

え

み よ こ

えし

と め

み ち え

み つ え

き よ こ

し ん じ

き よ し

さ だ お

よ し お

き よ し

し げ お

せ い け ん

さ き ほ

と き

し ず え

す え こ

り ょ う へ い

しょういちろう

か ず お

り き ぞ う

み つ え

と し こ

え い き ょ う

み つ こ

う い ち

しげる

す み お

そ の え

き ん ぞ う

あ や こ

け ん じ

さとる

て

け い い ち

あ お い し

こ う ど の

に し や ま

は っ た

き づ

う め む ら

ほ ん む ら

う ち だ

は る と

か ん な

の あ

ひ な の

な み ね

あ い と

ひ な の

か の は

項　目 期　別 納期限
軽 自 動 車 税 全　期

5月31日
固 定 資 産 税 全期前納・第１期

国民健康保険税（普通徴収） 第２期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第２期
下水道使用料（2月～3月使用分） ５月期

・納期限までに納めましょう。納期限までに納付さ
れない場合は、督促手数料や延滞金が加算されるこ
とになります。

○窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月 火 水
木 金

○バーコードが印刷された納付書は、コンビニでも納付できます。

・口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。

納付のお知らせ５月
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不要になった広報誌は、「その他古紙」として
古紙回収日に出してください。

大 前 神 社

峯観音堂跡

遺
跡
を
記
録
す
る

う
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
春
、
３
月
19
日
、
マ
キ
ノ
町
海

津
峯
山
に
所
在
す
る
峯み
ね
観
音
堂
跡
遺
跡

を
、
有
志
の
方
々
と
踏
査
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
峯
観
音
は
古
代
、
養

老
６
年
（
７
２
２
）、
越こ
し

の
国
の
大
徳

泰た
い
ち
ょ
う
澄
が
、
北
陸
か
ら
北
近
江
に
入
り
山

岳
仏
教
を
こ
の
地
に
広
め
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
峯
山
に
観
音
堂
を
建
立
し
、

栢か
や
の
霊
木
か
ら
造
ら
れ
た
観
音
像
を
納

め
た
古
刹
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
踏
査
は
、
海
津
大
崎
寺
手
前
か
ら
山

道
を
登
り
通
称
七
曲
り
を
上
り
、
一
時

間
ほ
ど
で
式し
き
な
い
し
ゃ

内
社
の
大
お
お
さ
き
の前
神
社
に
到
達

し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
登
り
、

一
時
間
ほ
ど
で
仁
王
門
跡
に
着
き
、
さ

ら
に
北
へ
２
０
０
ｍ
ほ
ど
進
む
と
目
指

す
観
音
堂
跡
に
到
着
で
き
ま
し
た
。
当

日
は
、
雪
が
ま
だ
一
面
に
残
っ
て
ま
し

た
が
、
奥
琵
琶
湖
や
竹
生
島
を
は
じ
め

湖
北
を
一
望
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

し
た
。
観
音
堂
跡
・
大
師
堂
跡
・
庫
裏

跡
は
峯
山
の
東
側
を
切
土
と
し
、
北
西

に
対
し
て
屏
風
状
に
稜
線
を
残
し
て
い

　
遺
跡
と
は
、
広
辞
苑
第
六
版
に
よ
る

と
、「
①
過
去
の
人
類
が
の
こ
し
た
遺

構
も
し
く
は
遺
物
の
あ
る
所
。
貝
塚
・

住
居
跡
・
古
墳
な
ど
。
旧
跡
。
古
跡
。」

と
い
う
こ
と
で
、
一
昔
前
ま
で
は
、
旧

石
器
時
代
・
縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
・

古
墳
時
代
・
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
を

調
査
お
よ
び
研
究
対
象
と
し
て
考
古
学

的
な
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
に

伴
う
新
発
見
に
驚
い
た
も
の
で
し
た
。

近
年
で
は
、
福
井
市
の
一
乗
谷
朝
倉
氏

館
や
広
島
県
福
山
市
の
草く
さ
ど
せ
ん
げ
ん

戸
千
軒
遺
跡

（
門
前
市
場
町
跡
）
な
ど
の
よ
う
な
中

世
の
遺
跡
も
調
査
対
象
と
し
て
広
が
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
今
で
は
近
代
化
産
業

遺
跡
や
戦
争
遺
跡
な
ど
も
加
わ
っ
て
、

そ
の
対
象
が
大
き
く
増
え
て
い
く
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
高
島
市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
20
年

３
月
に
『
高
島
市
遺
跡
地
図
』
を
発
行

し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
縄
文
時
代
か
ら

江
戸
時
代
を
中
心
に
、
市
内
３
６
４
遺

跡
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

中
に
も
図
書
館
や
公
民
館
・
各
地
区
の

集
会
所
な
ど
で
、
見
ら
れ
た
方
も
あ
ろ

遺
跡
を
記
録
す
る

ま
し
た
。峯
観
音
堂
跡
で
昼
食
を
取
り
、

さ
ら
に
稜
線
を
北
に
進
み
、
そ
の
後
は

西
に
進
路
を
と
っ
て
無
事
下
山
し
ま
し

た
。

　
後
で
聞
く
と
、
こ
の
山
に
は
熊
が
生

息
し
て
お
り
、
実
際
に
目
撃
情
報
も
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
単
独
行
は
危

険
を
伴
い
ま
す
か
ら
決
し
て
お
勧
め
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

少
し
前
ま
で
の
遺
跡
分
布
踏
査
で

は
、
二
万
五
千
分
の
一
の
地
図
に
現
在

地
を
示
し
な
が
ら
進
ん
だ
も
の
で
す

が
、
今
で
は
小
型
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
有

す
る
レ
コ
ー
ダ
ー
で
解
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
足
跡
を
明
確
に
復
元
す
る
こ

と
が
で
き
、
遺
跡
の
場
所
や
到
達
す
る

ま
で
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
正
確
な
資

料
作
成
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
大
い
に

利
用
し
て
、
遺
跡
を
記
録
す
る
こ
と
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
財
課

　
　
（
３
２
）
４
４
６
７

▼表紙は、マキノ中学２年
生が行った「校歌の地探訪」
と題した課外授業のようす。

これまで徒歩で校歌ゆかりの海津大崎
へ向かいましたが、今回初めてカヌー
での探訪に挑戦。慣れないパドルさば
きに苦戦する子もいましたが、無事に
大崎寺近くの浜に到着し、校歌を歌わ
れました。湖上から満開の桜並木を愛
でながら漕ぐ姿は大変気持ちよさそう
でした。▼今月号からロゴデザインを
新しくし、市長雑記コーナーをはじめ
ました。ぜひご覧ください。　（Ｓ）


